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昭
和
57
年
第
一
回
定
例
会
が
、
3
月
8
日
か
ら
2
9
日
ま
で
、
二
十
二
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
A
ユ
疋
例
会
で
は
、
ま
ず
、
区
長
の
区
議
会
招
集
の
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で

新
年
度
へ
向
け
て
の
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
会
派
の
代
表
質
問
、
さ
ら

に
議
員
十
二
人
に
よ
る
一
般
質
問
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
区
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
5
7
年
度
予
算
を
初
め
と
す
る
四
十
六
件
で
、

こ
れ
ら
は
各
委
員
会
で
の
審
査
を
経
た
後
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
区
長
か
ら
専
決
処
分
の
報
告
九
件
、
監
査
委
員
か
ら
監
査
の
報
告
七
件
、

議
長
か
ら
要
望
書
（
8
ぺ
ー
ジ
参
照
）
提
出
の
報
告
二
件
が
あ
り
ま
し
た
。
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第1回定例会開かれる
　　1　＝　一毒　　　総額
輔　　　，　7＝　、，3脚

●
57
年
度
各
会
計
予
算
　
三
件
（
全
員
質
成
）

1
関
係
記
事
は
2
～
5
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
1

●
5
6
年
度
各
会
計
補
正
予
算
　
三
件
（
全
員
賛
成
）

〇
一
般
会
計
（
第
二
次
）

O
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
（
第
二
次
）

O
中
学
校
給
食
費
会
計
（
第
一
次
）

　
各
種
積
立
金
が
主
な
内
容
で
、
補
正
後
の
各
会

計
の
予
算
額
は
次
の
と
お
り
。

一
般
会
計
　
　
一
〇
〇
五
億
八
五
二
一
万
五
千
円

国
保
事
業
会
計
　
二
一
六
億
七
二
一
八
万
九
千
円

中
学
校
給
食
費
会
計
　
八
億
二
六
六
八
万
九
千
円

●
特
別
職
等
の
報
酬
・
給
与
・
費
用
弁
償
条
例
の

一
部
改
正
　
十
三
件

O
選
挙
長
。
管
理
者
・
立
会
人
（
全
員
賛
成
）

O
区
議
会
。
選
挙
管
理
委
員
会
・
監
査
委
員
。
農

業
委
員
会
の
求
め
に
応
じ
て
出
頭
し
た
関
係
人

（
四
件
）
（
全
員
賛
成
）

1
関
係
記
事
は
5
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
1

●
仮
称
世
田
谷
二
丁
目
児
童
館
新
築
工
事
請
負
契

約
の
締
結
（
全
員
賛
成
）

　
一
億
八
一
〇
〇
万
円
　
工
期
目
58
年
2
月
1
5
日

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
（
陶
芸
室
、
工
作

室
、
遊
戯
室
、
音
楽
室
、
卓
球
室
、
図
書
室
、
学

童
ク
ラ
ブ
室
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
な
ど
）

●
各
種
基
金
条
例
の
新
設
・
一
部
改
正
　
四
件

（
全
員
賛
成
）

予算特集号もくじ

①ページ第i回定例会の概要

②予算の概要
ページ
0　　予算審議のあらまし

④予算に対する
ページ
0　　各派意見のあらまレ

⑥ぺ一ジ代表質問

⑦ページー般質問

0ぺ一ジみなさんから出された

　請願ほか

O
区
民
健
康
村
建
設
基
金
条
例
〈
新
設
〉

　
建
設
予
定
の
区
民
健
康
村
の
用
地
取
得
、
施
設

建
設
に
必
要
な
資
金
を
積
み
立
て
る
た
め
基
金
を

設
置
し
た
。

O
美
術
品
取
得
基
金
条
例
〈
新
設
〉

　
建
設
予
定
の
区
立
美
術
館
に
収
蔵
す
る
美
術
品

の
購
入
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
基
金
を
設
置
し

た
。O
勤
労
者
・
区
民
生
活
セ
ン
タ
ー
建
設
基
金
条
例

〈
新
設
〉

　
勤
労
者
の
福
利
厚
生
施
設
と
、
消
費
者
活
動
の

拠
点
と
な
る
施
設
の
建
設
に
必
要
な
資
金
を
積
み

立
て
る
た
め
基
金
を
設
置
し
た
。

0
公
益
質
屋
貸
付
基
金
条
例

　
基
金
の
額
を
八
千
五
百
万
円
か
ら
一
億
五
千
万

円
に
引
き
上
げ
た
。

●
施
設
の
新
設
等
に
伴
う
条
例
の
新
設
二
部
改

正
　
八
件
（
全
員
賛
成
）

O
ミ
ニ
S
L
条
例
〈
新
設
〉

　
区
制
50
周
年
を
記
念
し
て
、
世
田
谷
公
園
内
に

ミ
ニ
S
L
を
設
置
し
た
。

0
地
区
会
館
条
例

　
宇
奈
根
地
区
会
館
（
宇
奈
根
二
丁
目
2
3
1
20
）

及
び
野
沢
地
区
会
館
（
野
沢
一
丁
目
8
－
14
）
を

新
設
し
た
。

O
保
育
園
条
例

　
わ
か
く
さ
保
育
園
（
経
堂
一
丁
目
2
5
1
1
1
）
及

び
ふ
じ
み
保
育
園
（
上
用
賀
五
丁
目
1
9
1
6
）
を

新
設
し
た
。

O
児
童
館
条
例

　
野
沢
児
童
館
（
野
沢
地
区
会
館
に
併
設
）
を
新

設
し
た
。

○
公
園
・
児
童
遊
園
条
例

区
分

名
　
称

所
　
在
　
地

設新

く
ぬ
ぎ
公
園
世
田
谷
四
丁
目
1
7
－
1
4

瀬
里
二
丁
目
公
園

瀬
田
三
丁
目
1
3
－
2

北
鳥
山
九
百
公
園

北
鳥
山
九
丁
目
18
－
29

用
賀
南
児
童
遊
園

用
賀
一
丁
目
9
1
3

廃
止

廻
沢
稲
荷
児
童
遊
園

千
歳
台
五
丁
目
1
7
1
2
3

O
出
張
所
設
置
条
例

　
第
n
出
張
所
を
赤
堤
五
丁
目
30
－
10
に
移
転
し

た
。O
敬
老
会
館
条
例

　
用
賀
敬
老
会
館
（
用
質
四
丁
目
3
8
1
1
6
）
を
地

区
会
館
に
建
て
直
す
た
め
廃
止
し
た
。

●
そ
の
他
の
条
例
の
全
部
・
一
部
改
正
　
八
件

　
（
全
員
賛
成
）

O
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
条
例

　
第
二
種
・
第
三
種
手
当
を
月
額
七
千
五
百
円
か

ら
八
千
円
に
引
き
上
げ
た
。

O
事
務
手
数
料
条
例

　
謄
本
。
抄
本
の
交
付
、
証
明
事
務
の
手
数
料
を

百
五
十
円
か
ら
二
百
円
に
改
定
し
た
。

O
保
健
所
便
用
条
例

　
診
断
書
の
発
行
手
数
料
を
三
百
円
か
ら
六
百
円

に
改
定
し
た
．

．
O
私
道
整
備
。
私
道
排
水
設
備
助
成
条
例
〈
全
部

改
正
〉

　
私
道
排
水
設
備
工
事
の
助
成
は
、
従
来
、
都
と

区
で
行
っ
て
き
た
が
、
事
務
が
移
管
さ
れ
た
の
で
、

今
後
、
区
だ
け
で
行
う
こ
と
に
し
た
。

0
水
防
・
応
急
措
置
従
事
者
へ
の
損
害
補
償
条
例

　
亀
政
令
の
改
正
に
伴
い
、
障
害
補
償
年
金
差
額
一

時
金
制
度
な
ど
を
新
た
に
設
け
た
。

　O老人

会
館
条
例

　
　
老
人
会
館
で
行
っ
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談

　
事
業
を
、
今
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
経

　
堂
四
丁
目
6
1
3
）
で
行
う
こ
と
に
し
た
。

O
職
員
定
数
条
例

　
　
新
規
施
設
の
關
設
な
ど
に
伴
い
、
職
員
の
定
数

を
改
め
た
。

O
職
員
給
与
条
例

　
　
特
別
区
人
事
委
員
会
の
勧
告
に
基
づ
き
、
職
員

　
の
給
与
を
改
定
し
た
。

●
専
決
処
分
の
承
認
　
一
件
（
全
員
賛
成
）

　
区
有
地
内
の
立
て
脊
板
の
撤
去
を
め
ぐ
る
事
件

で
調
停
が
成
立
し
た
。

●
特
別
区
道
路
線
の
認
定
　
五
件
（
全
員
賛
成
）

所
　
在
　
地

延
長
（
m
）

三
軒
茶
竪
〒
目
6
・
1
6
～
1
8

一
二
七
・
三
七

桜
　
丘
三
丁
目
　
19

一
〇
三
九
九

喜
多
見
四
丁
目
3
5
・
3
6

一
五
九
・
八
六

大
　
蔵
六
丁
目
1
3
・
1
4

一
八
〇
九
四

南
烏
山
一
丁
目
8
～
10

二
八
五
七
九



〔瞬図闘圏四8回副

出歳【一般会計の内訳】歳入
民生費 30．5％

324億1899万6千円

教育費 土木費
12．7％ 8．9％

135億3897万7千円 94億1925万2千円

その他1．1％
11億8582万1千円

衛生費
2．0％

1億1907万4千円

環境費
4．5％

47億7744万3千円

総務費
8，0餌

85億2559万7千円

公債費
4．9％

51億9671万2千円

職員費 27．4％

291億4345万3千円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
5
7
年
度
の
各
会
計
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
算
総
額
は
約
二
三
四
億
五
七
〇
〇
万
円
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
年
度
に
比
べ
九
・
一
％
の
伸
び
率
に
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
各
会
計
の
予
算
額
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
会
計
予
算
の
規
模
は
、
前
年
度
と
比
較
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
八
。
六
％
の
伸
び
率
と
な
っ
て
お
り
、
国
や
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
伸
び
率
よ
り
や
や
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
性
質
別
で
は
、
行
政
運
営
費
が
五
四
・
五
％
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
年
度
よ
り
二
丁
二
％
の
増
、
人
件
費
は
二
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
八
％
で
八
・
九
％
の
増
、
そ
し
て
投
資
的
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
一
七
。
七
％
で
一
・
五
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区
議
会
で
は
、
議
長
を
除
く
五
十
二
名
の
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
構
成
す
る
「
予
算
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
月
1
5
日
か
ら
延
べ
七
日
間
に
わ
た
っ
て
、
各
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
部
門
別
に
審
議
を
璽
ね
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
会
で
は
、
各
会
派
O
と
に
、
委
員
が
区
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
者
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
質
疑
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
い
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
で
す
べ
て
を
掲
載
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
主
な
質
疑
の
内
容
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
予
算
案
に
対
す
る
各
会
派
の
意
見
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ま
し
を
4
～
5
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

特別区交付金

7。1％

75イ意円

　轡’

㌢
避

円
円
円
円
円

万
万
万
万
万

0
　
0
0
　
0
　
2

7
6
Ω
り
　
0
　
』
望

0
　
【
」
0
　
“
》
り
D

ワ
σ
ワ
‘
8
厚
’
－

立
思
止
思
出
思
出
思
侃
思

生
糞
乖
柔
工

9
盈
Q
　
7
1
　
1

3
　
n
乙
　
1

5税
税
税
税
税

　
費
　
　
　
鉾

　
　
民
コ
気
ス
動

　
四
ま
　
　
　
　
自

区
た
電
ガ
軽

特別区税55．2％

587億1052万円
　　　　　　　内
　　　　　　訳

国庫支出金　11．2％

119億621万2千円

その他
5．3％

56億1533万4千円

繰入金
2な8％』

3q億円・

特別区債
3．1％

33億640万円

都支出金
3．4％

罫6億790万2モ円

灘　1
1261，慧7895万7千lq

予算総額
磁億5722万7千円

内
　
　
訳

一　般　会　計 1063億2532万5千円

国保事業会計 242億4079万5千円

中学校給食費会計 8億9110万7千円

57

年
度

予
算
の

あ
ら
ま
し

　
委
員
会
の
審
査
に
先
立
ち
、
57
年
度
予
算
の
編

成
方
針
を
区
側
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

「
当
区
の
財
政
規
模
は
、
厳
し
い
社
会
情
勢
を
反

映
し
て
、
依
然
と
し
て
低
い
伸
び
率
だ
。
区
税
な

ど
の
大
き
な
増
収
が
期
待
で
き
な
い
上
、
国
・
都

支
出
金
な
ど
の
伸
び
率
が
低
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

　
こ
の
中
で
、
本
格
予
算
を
編
成
す
る
こ
と
と
し
、

で
き
る
限
り
当
初
予
算
に
計
上
し
た
。
実
施
計
画

に
は
優
先
的
に
財
源
を
配
分
す
る
。
区
民
要
望
に

弾
力
的
に
対
応
で
き
る
行
財
政
体
質
の
確
立
に
努

め
、
人
件
費
な
ど
も
極
力
抑
制
す
る
。
ま
た
、
区

民
福
祉
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
に
十
分
努
め
る

と
と
も
に
、
生
活
関
連
公
共
施
設
の
整
備
充
実
も

図
る
。
国
の
行
政
改
革
の
影
響
が
予
測
さ
れ
る
事

業
や
、
都
か
ら
移
管
さ
れ
る
事
務
事
業
に
は
、
今

後
の
動
向
を
見
き
わ
め
て
慎
重
に
対
処
す
る
凶

生
き
た

財
政
運
営
を

め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
1
企
画
総
務
部
門
1

　
不
況
の
長
期
化
な
ど
に
よ
る
不
安
定
な
状
況
の

も
と
で
、
今
後
ど
の
よ
う
に
区
政
を
進
め
て
い
く

べ
き
か
1
区
民
生
活
の
向
上
を
初
め
、
都
市
基

盤
の
整
備
、
・
大
規
模
な
事
業
の
実
施
な
ど
、
課
題

が
山
積
し
て
お
り
、
財
源
配
分
や
施
策
の
選
択
の

あ
り
方
な
ど
が
活
発
に
論
議
さ
れ
た
。

主
な
質
問
・
要
望
事
項

自
由
民
主
党

○
入
札
制
度
の
見
直
し

O
投
資
的
経
費
の
拡
充

○
区
の
”
顔
”
と
な
り
得
る
美
術
館
の
建
設

○
区
長
の
諮
問
機
関
の
あ
り
方
の
見
直
し

○
区
独
自
の
行
政
改
革
の
推
進

○
「
外
部
委
託
」
促
進
に
よ
る
税
の
有
効
活
用

○
公
共
施
設
の
ガ
ス
漏
れ
防
止
の
対
策

○
効
果
の
あ
る
区
制
5
0
周
年
記
念
躯
業
の
実
施

○
大
災
害
に
備
え
た
”
災
害
救
助
基
金
”
の
新
設

日
本
共
産
党

○
超
過
負
担
の
解
消
な
ど
へ
の
強
力
な
取
り
組
み

○
「
平
和
運
動
」
の
促
進

O
契
約
で
の
区
独
自
の
工
事
費
単
価
の
設
定

○
都
区
財
政
調
整
制
度
で
の
区
の
主
体
性
の
確
保

○
多
摩
川
の
”
回
帰
サ
ケ
〃
対
策

○
土
壌
浄
化
法
の
活
用
に
よ
る
経
費
節
減

公
　
明
　
党

○
区
の
独
自
事
業
の
た
め
の
財
源
確
保

○
都
営
庄
宅
や
専
修
・
各
種
学
校
振
興
助
成
な
ど

　
の
都
か
ら
の
移
管
事
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢

O
私
立
高
校
入
学
資
金
貸
付
事
業
の
利
用
者
拡
大

O
国
有
跡
地
の
早
期
取
得
へ
の
積
極
的
取
り
組
み

○
バ
ス
に
よ
る
地
域
見
学
会
の
休
日
の
実
施

日
本
社
会
党

○
住
民
サ
イ
ド
に
立
っ
た
事
務
事
業
の
点
検

○
大
規
模
事
業
実
施
の
た
め
の
財
政
計
画
の
確
立

○
情
報
公
開
制
度
確
立
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

○
総
括
係
長
制
度
の
見
直
し

○
移
管
予
定
の
都
営
庄
宅
事
業
へ
の
対
応
策

○
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
方
式
の
見
直
し

民
　
社
　
党

○
庄
民
登
録
の
な
い
人
か
ら
の
”
住
民
税
”
徴
収

○
電
々
公
社
か
ら
の
道
路
占
用
料
の
徴
収

O
起
債
の
活
用
な
ど
に
よ
る
投
資
的
経
費
の
拡
大

O
行
財
政
点
検
運
動
の
進
め
方

○
職
員
の
定
年
制
導
入
へ
の
万
全
な
取
り
組
み

無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
プ

○
ビ
デ
オ
な
ど
を
活
用
し
た
広
報
活
動
の
実
施

○
婦
人
の
各
種
”
交
流
”
事
業
の
促
進

○
市
民
大
学
へ
の
取
り
組
み
姿
勢

○
区
議
選
の
投
票
率
の
向
上
策

○
区
民
要
望
受
入
れ
へ
の
慎
重
な
対
応

区
民
の

生
活
と
健
康
を
守
る

行
政
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
1
区
民
衛
生
部
門
ー

　
区
民
の
生
活
と
健
康
を
守
る
行
政
を
ど
う
進
め

て
い
く
の
か
ー
こ
の
大
き
な
闇
題
に
対
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
論
議
が
交
わ
さ
れ
た
。
特
に
、

区
民
の
健
康
増
進
事
業
の
強
化
や
区
民
施
設
の
あ

り
方
、
消
費
者
行
政
の
充
実
な
ど
、
き
め
細
か
な

施
策
を
求
め
て
活
発
な
質
疑
が
あ
っ
た
。

主
な
質
問
・
要
望
事
項

自
由
民
主
党

○
安
売
り
皐
業
の
拡
充

○
無
登
録
の
米
穀
販
売
店
の
取
締
ま
り
強
化

○
福
祉
会
館
の
施
設
改
善
と
内
容
の
充
実

○
保
健
セ
ン
タ
ー
の
効
果
的
な
活
用

○
保
健
所
な
ど
の
医
師
不
足
の
解
消



〔圏鴎圏箇囲

○
人
間
に
も
感
染
す
る
動
物
伝
染
病
の
P
R
強
化

日
本
共
産
党

○
大
型
店
出
店
抑
制
の
た
め
の
方
策

○
．
農
業
の
あ
る
ま
ち
”
の
積
極
的
な
実
現

Q
中
小
企
業
の
共
同
化
・
協
業
化
促
進

○
ガ
ン
検
診
の
受
診
者
拡
大
の
た
め
の
P
R
強
化

公
　
明
　
党

○
都
営
住
宅
集
会
所
の
近
隣
庄
民
利
用
へ
の
配
慮

○
勤
労
者
生
活
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
事
業
の
拡
充

○
勤
労
者
。
区
民
セ
ン
タ
ー
計
圃
の
考
え
方

○
保
健
セ
ン
タ
ー
活
用
へ
の
方
策

日
本
社
会
党

○
地
域
行
政
推
進
で
の
区
民
意
見
の
尊
重

○
独
立
開
業
資
金
融
資
制
度
の
柔
軟
な
運
用

○
訪
問
販
売
に
よ
る
苦
情
へ
の
十
分
な
対
応

○
肺
ガ
ン
検
診
の
実
施
と
禁
煙
の
指
導

民
　
社
　
党

○
地
域
事
務
所
構
想
実
現
へ
の
取
り
組
み
方

○
桜
丘
区
民
セ
ン
タ
ー
建
設
計
圃
で
の
住
民
対
応

　
の
あ
り
方

無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
ブ
．

○
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
道
路
建
設
で
の
商
店
街
の
振
興

○
保
健
セ
ン
タ
ー
の
明
確
な
位
置
づ
け
と
充
実

○
精
神
病
専
門
医
の
保
健
所
へ
の
配
置

　　　　　◎サービス公社の設立

＠区制50周年記念事業（ミニS　L・野外彫刻展など

◎心身障害者福祉作業所の建設（砧地域

◎’』身障害者の緊急一時保副n

　　　　　、っ　「、ヤ、

地
域
福
祉
の

あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
1
厚
生
部
門
ー

　
急
速
に
進
む
人
口
の
高
齢
化
へ
の
対
応
を
初
め
、

幼
児
人
口
の
減
少
に
伴
う
児
童
福
祉
の
新
た
な
考

え
方
、
今
後
の
障
害
者
福
祉
の
進
め
方
な
ど
、
「
福

祉
と
は
何
か
」
「
地
域
福
祉
の
あ
り
方
」
を
め
ぐ
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
き
め
細
か
な
論
議
が

交
わ
さ
れ
た
。

主
な
質
問
・
要
望
事
項

自
由
民
主
党

O
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
自
主
性
の
尊
重

○
聴
覚
障
害
者
へ
の
テ
レ
メ
ー
ル
（
瀞
翻
き
）
の
配
置

〇
一
般
老
人
へ
の
対
策
の
強
化
と
対
策
室
の
設
置

○
温
泉
の
あ
る
老
人
専
用
保
養
施
設
の
建
設

○
学
童
ク
ラ
ブ
の
見
直
し

O
国
保
保
険
料
の
徴
収
率
向
上
へ
の
努
力

日
本
共
産
党

○
人
間
の
一
生
を
考
え
た
福
祉
総
合
計
画
の
策
定

ケ
“ 6

繁購
ノ　　，

　o

≦鴇

》　o び＜5

Gの
1く，　

　
ノ健
憾

　
　
　
　
　
　
鵬

　
　
　
　
　
　
唖

　
　
　
↑

害者への理髪・寝具乾燥サービス

　　◎兵庫島周辺の整備

輪＿嚇一糺、並
δ
、

伽〃

○
障
害
者
の
親
亡
き
後
の
対
策
と
”
生
活
寮
〃
建
設

○
保
育
園
の
年
齢
別
定
数
の
是
正

○
差
額
ベ
ッ
ド
料
、
付
添
看
護
料
へ
の
援
助

公
　
明
党

○
福
祉
総
合
計
圃
で
の
施
設
建
設
計
圃
の
朋
確
化

○
区
内
全
域
で
の
福
祉
ま
ち
づ
く
り
調
査
の
実
施

○
ミ
ニ
S
L
駅
付
近
へ
の
売
店
の
設
置

○
国
保
保
険
料
の
徴
収
率
の
向
上
策

日
本
社
会
党

○
区
民
の
福
祉
意
識
向
上
へ
の
努
力

○
障
害
者
福
祉
へ
の
今
後
の
取
り
組
み
姿
勢

○
総
合
的
な
リ
ハ
ビ
リ
対
策
の
確
立

O
障
害
児
保
育
の
充
実

民
社
党

○
親
亡
き
後
の
障
害
者
へ
の
対
策
の
確
立

○
”
福
祉
の
店
”
設
置
と
商
品
開
発
へ
の
工
夫

O
リ
ハ
ビ
リ
施
設
建
設
へ
の
積
極
的
な
努
力

無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
ブ

○
国
・
都
へ
の
障
害
等
級
の
評
価
の
見
直
し
要
請

O
老
人
の
た
め
の
”
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
”
の
建
設

○
時
間
延
長
な
ど
に
よ
る
保
育
内
容
の
充
実

り〆
∩
．
1
。
。
。

防
災
対
策
と

街
づ
く
り
を

め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
r
環
境
建
設
部
門
1

◎ラグビー場の新設

獺
ぐに
　
　
引

　
議
会
開
催
中
に
浦
河
沖
地
震
が
発
生
し
、
地
震

の
恐
ろ
し
さ
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
。
そ

の
た
め
委
員
会
で
は
、
ま
ず
、
区
民
の
安
全
を
守

る
た
め
の
防
災
対
策
に
質
疑
が
集
中
し
た
。
ま
た
、

都
市
生
活
の
基
盤
と
な
る
街
づ
く
り
を
め
ぐ
っ
て

も
活
発
な
論
議
が
展
開
さ
れ
た
。

主
な
質
問
・
要
望
事
項

自
由
民
主
党

○
道
路
整
備
の
強
力
な
推
進

○
小
田
急
線
・
京
王
線
の
早
期
立
体
化
へ
の
努
力

○
街
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
体
制
整
備

○
区
が
主
体
と
な
っ
た
市
街
地
再
開
発
の
実
施

○
放
置
自
転
車
対
策
へ
の
総
△
口
的
な
取
り
組
み

○
建
物
の
不
燃
化
促
進
、
火
災
防
止
意
識
の
徹
底
、

　
避
難
階
段
の
設
置
、
ド
ラ
ム
か
ん
利
用
の
防
火

　
水
槽
設
置
な
ど
き
め
細
か
な
防
災
対
策
の
推
進

日
本
共
産
党

○
区
民
の
理
解
を
得
て
の
街
づ
く
り
条
例
の
制
定

○
区
民
の
自
主
的
な
街
づ
く
り
活
動
へ
の
援
助

○
車
い
す
で
歩
け
る
街
づ
く
り
の
推
進

○
自
然
環
境
特
別
保
護
区
の
拡
大

○
大
気
汚
染
対
策
へ
の
一
層
の
取
り
組
み

公
　
明
　
党

○
下
水
道
の
早
期
普
及
へ
の
努
力
と
敷
設
後
の
路

　
面
改
良
、
側
溝
の
ふ
た
か
け
の
促
進

○
防
災
無
線
の
積
極
的
な
活
用

○
協
議
会
方
式
で
の
環
七
沿
道
整
備
の
推
進

O
．
遊
び
場
”
の
近
隣
住
民
へ
の
十
分
な
配
慮

日
本
社
会
党

○
法
の
厳
正
適
用
に
よ
る
四
m
未
満
道
路
の
解
消

○
街
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
体
制
の
充
実

O
区
画
整
理
躯
業
推
進
で
の
零
細
権
利
者
の
保
護

○
公
有
地
の
不
法
占
用
の
排
除

○
各
種
工
事
の
下
半
期
集
中
の
解
消

起立採決で予算案を可決

、
＾
．
’
▲
属
　
　
＝

バ

民
　
社
党

○
防
災
訓
練
の
内
容
の
充
実

○
公
共
施
設
の
窓
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
処
理
の
実
施

○
防
災
無
線
の
有
効
活
用

○
小
田
急
線
立
体
化
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
ブ

O
丸
子
川
浄
化
の
促
進

○
小
学
校
区
を
単
位
と
し
た
街
づ
く
り
の
推
進

○
防
災
用
井
戸
の
水
質
検
査
の
充
実

○
道
路
づ
く
り
の
た
め
の
積
極
的
な
用
地
取
得

深
刻
な

非
行
間
題
へ
の

対
応
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
1
文
教
部
門
ー

　
胃
少
年
非
行
が
激
化
し
、
低
年
齢
層
に
ま
で
広

が
り
を
み
せ
て
い
る
。
特
に
、
区
内
で
発
生
し
た

校
内
暴
力
に
対
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
、
今

後
の
教
育
の
あ
り
方
を
初
め
、
防
止
策
の
強
化
や

家
庭
や
地
域
も
含
め
た
総
合
的
な
取
り
組
み
体
制

の
確
立
が
求
め
ら
れ
た
。

主
な
質
問
・
要
望
事
項

自
由
民
主
党

○
教
師
研
修
や
指
導
室
強
化
な
ど
に
よ
る
校
内
暴

霞

　
力
へ
の
全
庁
的
な
取
り
組
み

○
教
育
行
政
へ
の
積
極
的
な
財
源
の
投
入

○
教
師
の
あ
り
方
と
教
師
へ
の
厳
し
い
対
応

○
プ
ー
ル
の
屋
上
設
置
に
よ
る
校
庭
の
有
効
活
用

○
地
域
体
育
施
設
の
建
設

日
本
共
産
党

○
実
態
調
査
な
ど
の
活
用
と
学
校
。
行
政
・
家
庭

　
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
非
行
化
対
策
の
展
開

○
教
職
員
の
健
康
診
断
受
診
の
励
行

○
学
校
給
食
調
理
室
の
専
用
浴
室
・
ト
イ
レ
設
置

公
　
明
　
党

○
小
・
中
学
校
の
連
携
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
家
庭

　
教
育
の
充
実
な
ど
に
よ
る
非
行
化
防
止

〇
三
浦
健
康
学
園
の
充
実

○
身
障
者
の
温
水
プ
ー
ル
利
用
へ
の
十
分
な
配
慮

日
本
社
会
党

○
校
内
暴
力
事
件
へ
の
対
応
の
あ
り
方

O
教
育
広
報
紙
や
ゆ
と
り
の
時
間
の
活
用
な
ど
に

’
よ
る
小
学
校
も
含
め
た
非
行
化
防
止
策
の
推
進

○
社
会
教
育
委
員
の
選
出
方
法
の
あ
り
方

民
社
党

○
不
適
格
な
教
師
へ
の
指
郵
強
化
、
学
校
教
育
現

　
場
の
閉
鎖
性
解
消
、
指
導
室
の
体
制
強
化
な
ど

　
に
よ
る
総
合
的
な
校
内
暴
力
防
止
策
の
確
立

無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
ブ

O
教
育
委
員
の
校
内
暴
力
防
止
へ
の
真
剣
な
対
応

○
小
学
校
の
成
績
表
の
様
式
統
一
へ
の
指
導

○
政
党
機
関
紙
の
購
読
を
勧
誘
し
た
教
師
の
処
置

膚
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」　
　
　
　
区
民
の
生
活
防
衛
と

　
▼　
　
　
　
　
　
　
福
祉
の
向
上
を

　
　
区
を
取
り
巻
く
状
況
が
厳
し
さ
を
ま
す
中
で
、

　
5
7
年
度
の
施
策
の
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、
第
一

　
に
区
民
の
生
活
防
衛
と
福
祉
の
向
上
を
、
さ
ら

　
に
、
将
来
に
希
望
が
も
て
る
豊
か
な
世
田
谷
の

　
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
推
進

　
す
る
た
め
、
財
政
基
盤
の
確
立
、
自
治
権
の
拡

　
充
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
当
面
の
課
題
と
し
て
、
ま
ず
区
民
福
祉
の
向

　
上
で
は
、
老
人
総
合
調
査
を
実
施
し
、
き
め
細

　
か
な
老
人
対
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

　
心
身
障
害
者
対
策
で
は
、
在
宅
福
祉
の
充
実
な

　
ど
、
新
た
な
施
策
の
実
施
と
あ
わ
せ
て
、
昨
年

　
の
国
際
障
害
者
年
を
契
機
に
実
施
し
た
事
業
な

　
ど
も
、
一
層
充
実
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
福

　
祉
総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

　
ー
ム
か
ら
近
く
報
告
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
も

献
と
に
き
め
細
か
な
福
祉
に
取
り
組
み
ま
す
。
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次
に
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
青

少
年
非
行
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
近
々
報
告
さ

れ
る
「
今
後
の
青
少
年
対
策
の
あ
り
方
」
を
も

と
に
、
実
効
性
の
あ
る
総
合
対
策
に
取
り
組
み
、

次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
．

ま
た
、
教
育
環
境
の
整
備
で
は
、
教
育
セ
ン
タ

ー
構
想
が
ま
と
ま
り
、
区
民
の
幅
広
い
学
習
の

場
と
し
て
、
多
面
的
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
な
ど
、
そ
の
成
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
、
区
民
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
期
待
に

こ
た
え
、
地
域
特
性
と
自
主
性
を
生
か
し
た
特

徴
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
も
、
そ
の
基
本

理
念
や
方
針
、
手
法
な
ど
を
明
確
に
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の

活
発
な
動
き
の
あ
る
二
子
玉
川
地
区
や
祖
師
谷

大
蔵
駅
周
辺
に
は
、
整
備
の
た
め
の
基
礎
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
計
画
は
、
近
く
指
針
が
ま
と
ま
る
予
定
で
す
。

こ
れ
を
基
礎
に
区
独
自
の
要
綱
を
制
定
し
、
具

体
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
み
ど
り
と
み
ず
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
ま
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
摩
川
の
浄
化
の
た
め
、
下
水
道
の
普
及
と
多
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

摩
川
水
系
の
中
小
河
川
の
環
境
整
備
を
促
進
し
媒

ま
す
。
ま
た
、
・
兵
庫
島
周
辺
の
整
備
や
丸
子
川
　
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

親
水
計
画
の
貝
体
化
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
賊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
組
織
面
で
は
、
緊
急
に
拡
充
が
必
要
な
ま
ち
　
蝋

づ
く
り
事
業
や
福
祉
の
充
実
に
関
連
す
る
組
織

の
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
都
市
整

備
公
社
の
機
能
を
充
実
す
る
一
方
、
区
民
へ
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
き
め
細
か
く
速
や
か
に
提
供

で
き
る
「
サ
ー
ビ
ス
公
社
」
を
設
立
し
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
は
区
制
50
周
年
と
い
う
記
念
す

べ
き
年
で
す
。
こ
の
意
義
の
あ
る
年
を
、
す
ぐ

れ
た
文
化
遺
産
や
、
新
た
に
芽
生
え
た
地
域
文

化
を
次
の
世
代
（
継
承
し
発
展
さ
せ
る
な
ど
、

二
十
一
世
紀
へ
向
け
て
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

へ
の
は
ず
み
と
し
て
い
く
と
と
も
に
、
区
民
に

喜
ば
れ
る
記
念
事
業
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
57
年
度
の
都
区
財
政
調
整
で
は
、
十
一
項
目

，
の
区
側
の
要
望
事
業
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
改

善
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
貴
重
な
財

源
の
確
保
に
努
力
し
な
が
ら
、
効
率
的
な
行
財

政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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区
独
自
の
行
政
改
革
で

〕
区
政
の
“
質
”
の
転
換
を

　
昭
和
57
年
度
各
会
計
予
算
案
に
賛
成
す
る
立
場

か
ら
、
意
見
と
要
望
を
述
べ
る
。

　
深
刻
な
経
済
不
況
の
中
で
、
国
は
国
民
的
要
望

か
ら
行
政
改
革
を
推
進
し
、
都
は
財
政
再
建
に
努

力
し
て
い
る
。
そ
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
中
で
、
当
区
で
は
福
祉
施
策
の
充
実
や
美

術
館
の
建
設
を
初
め
と
す
る
大
規
模
事
業
の
実
現

な
ど
、
大
き
な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

　
こ
れ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
の
姿

勢
を
”
量
か
ら
質
”
へ
転
換
し
、
事
務
事
業
の
見

直
し
や
組
織
の
簡
素
化
な
ど
、
経
営
理
念
に
基
づ

い
た
効
率
的
な
行
政
運
営
が
重
要
だ
。

　
民
間
委
託
な
ど
で
の
効
率
的
な
財
政
運
営
を
図

る
と
と
も
に
、
長
期
的
な
財
政
計
画
の
策
定
、
超

過
負
担
の
解
消
に
も
努
め
る
よ
う
強
く
望
む
。
さ

ら
に
、
区
民
に
受
益
者
負
担
へ
の
理
解
を
求
め
て

い
く
こ
と
や
、
都
区
財
政
調
整
制
度
の
改
善
な
ど
、

財
源
の
確
保
に
も
十
分
に
努
力
せ
よ
。

　
ま
た
、
そ
の
た
め
に
は
職
員
の
意
識
を
改
革
し

て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
。
区
独
自
の
行
政
改
革
を

強
く
推
進
し
、
時
代
の
流
れ
に
十
分
対
応
で
き
る

体
制
を
確
立
し
て
い
け
。

　
真
の
福
祉
社
会
は
、
強
固
な
都
市
基
盤
の
も
と

で
な
け
れ
ば
実
現
が
で
き
な
い
。
そ
の
柱
は
、
道

路
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
だ
。
現
在
、
制
定
予
定

の
街
づ
く
り
条
例
に
、
総
合
的
な
街
づ
く
り
の
整

　
　
　
　
　
　
　
自
由
民
主
党

備
方
針
を
明
確
に
し
て
い
け
。
さ
ら
に
、
再
開
発

事
業
、
下
水
道
の
促
進
、
鉄
道
の
立
体
化
な
ど
を

強
力
に
進
め
る
た
め
、
専
門
の
「
部
」
の
設
置
や

都
市
整
備
公
柱
の
活
用
で
、
取
り
組
み
体
制
を
強

化
せ
よ
。
都
市
計
画
事
業
の
権
限
の
拡
大
、
防
災

体
制
の
確
立
、
放
置
自
転
車
対
策
に
も
力
を
注
げ
。

　
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
に
は
、
”
一
般
老
人
”

へ
の
対
策
が
重
要
だ
。
老
人
が
社
会
の
一
員
と
し

て
活
動
で
き
る
よ
う
に
．
す
る
た
め
、
「
老
人
対
策

室
」
を
設
置
し
、
総
合
的
な
施
策
を
進
め
よ
。
ま

た
へ
児
童
や
障
害
者
に
対
す
る
施
策
の
強
化
に
も
、

積
極
的
に
力
を
入
れ
よ
。

　
区
民
の
健
康
増
進
に
は
、
保
健
所
、
保
健
セ
ン

タ
ー
を
十
分
活
用
し
て
い
け
。
消
費
者
行
政
の
充

実
に
も
積
極
的
に
取
り
組
め
。

　
少
年
の
非
行
化
と
校
内
暴
力
の
防
止
に
は
、
教

育
委
員
会
だ
け
で
な
く
、
区
長
が
先
頭
に
立
っ
た

全
庁
的
な
取
り
組
み
体
制
を
確
立
せ
よ
。
指
導
室

の
強
化
、
教
師
へ
の
区
独
自
の
研
修
の
実
施
な
ど
、

教
育
現
場
へ
の
指
導
強
化
を
強
く
望
む
。

　
区
民
健
康
村
づ
く
り
で
は
、
財
源
配
分
に
留
意

し
、
議
会
と
の
意
見
調
整
を
十
分
に
図
れ
。
美
術

館
の
建
設
で
は
、
区
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
ケ
区

の
顔
”
と
な
る
施
設
に
し
て
い
け
。
ま
た
、
区
制

50

周
年
を
迎
え
、
区
民
の
世
田
谷
へ
の
愛
着
心
を

高
め
て
い
く
よ
う
十
分
に
心
が
け
よ
。

は
っ
き
り
示
し
て
い
く
べ
き
だ
。

　
区
長
は
、
区
民
生
活
の
防
衛
と
福
祉
の
向
上
を

第
一
に
掲
げ
、
自
治
権
拡
充
や
財
政
権
確
立
へ
の

取
り
組
み
、
き
め
細
か
く
先
進
的
な
福
祉
事
業
の

実
施
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
で
の
計
画
行
政
の
推
進
、

区
民
生
活
の
適
確
な
実
態
把
握
な
ど
に
よ
る
科
学

的
行
政
の
定
着
に
、
努
力
し
て
い
る
こ
と
を
評
価

す
る
。
ま
た
、
健
康
村
計
画
で
の
新
た
な
移
動
教

室
の
試
み
に
も
期
待
を
し
て
い
る
。

　
国
や
都
の
低
水
準
の
社
会
保
障
制
度
な
ど
の
も

と
で
、
区
民
の
生
活
や
営
業
活
動
が
著
し
く
悪
化

し
て
い
る
。
低
所
得
者
層
へ
の
対
策
を
福
祉
の
根

幹
に
位
置
づ
け
、
積
極
的
に
強
化
せ
よ
。
難
病
者

へ
の
訪
問
醤
護
制
度
の
拡
充
や
、
国
保
加
入
者
な

ど
に
重
点
を
お
い
た
ガ
ン
検
診
体
制
を
確
立
せ
よ
。

　
街
づ
く
り
条
例
の
策
定
に
は
、
庄
民
の
総
意
を

ど
う
結
集
し
て
い
く
か
を
基
本
に
考
え
よ
。
町
並

み
保
存
な
ど
の
既
存
の
制
度
も
活
用
し
、
区
民
の

協
力
を
得
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
せ
よ
。
環
境
保

全
で
は
、
農
地
保
全
、
都
市
空
間
の
確
保
な
ど
を

総
合
的
に
考
え
、
”
農
業
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
”
に

努
め
よ
。
再
三
提
言
し
て
き
た
土
壌
浄
化
法
の
活

用
に
も
、
積
極
的
に
取
り
組
め
。

　
社
会
教
育
部
門
で
は
、
図
書
館
や
体
育
施
設
の

増
設
を
初
め
、
既
存
施
設
の
活
用
を
図
れ
。
特
に
、

ま
ち
か
ど
図
書
館
の
拡
充
を
急
げ
。
考
古
博
物
館

・
中
央
図
書
館
構
想
の
具
体
化
に
も
努
め
よ
。

　
児
童
問
題
で
は
、
核
家
族
化
の
影
響
な
ど
を
適

∂
、

新
た
な
視
点
に
立
っ
て

区
民
生
活
の
向
上
に
取
り
組
め

　
昭
和
57
年
度
各
会
計
予
算
案
に
つ
い
て
、
賛
成

の
立
場
か
ら
意
見
と
要
望
を
述
べ
る
。

　
都
は
、
小
・
中
学
校
の
四
十
人
学
級
を
凍
結
す

る
な
ど
、
”
ニ
セ
行
革
”
を
進
め
る
一
方
、
公
共
料

金
を
値
上
げ
し
、
受
益
者
負
担
も
強
め
て
い
る
。

■

　
　
　
　
　
　
　
日
本
共
産
党

国
も
、
大
幅
な
教
育
費
の
削
減
や
福
祉
切
り
捨
て

な
ど
を
行
い
、
，
平
和
を
願
う
世
論
に
反
し
て
、
軍

事
費
突
出
予
算
を
進
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
国
民

を
犠
牲
に
し
た
国
・
都
政
の
も
と
で
、
区
政
の
運

営
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
、
区
は
区
民
に●
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卜学校入学式（太子堂小学校で）

確
に
と
ら
え
、
実
態
に
合
っ
た
施
策
を
展
開
せ
よ
。

　
区
制
50
周
年
事
業
の
野
外
彫
刻
展
は
、
”
彫
刻
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
”
を
目
指
す
も
の
に
し
て
い
け
。

　
去
る
3
月
1
4
日
、
鳥
山
区
民
セ
ン
タ
ー
前
の
広

場
で
「
世
田
谷
区
民
と
自
衛
隊
の
集
い
」
が
、
区

の
了
解
も
な
く
、
あ
た
か
も
区
が
後
援
し
て
い
る

か
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
行
事
に
、

区
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
に
強
く
反
省
を
求
め
る
。

　
教
育
問
題
で
は
、
区
の
教
育
委
員
会
は
児
童
・

生
徒
問
題
の
本
質
に
迫
ら
ず
、
教
育
や
子
供
を
管

理
す
る
と
い
う
面
に
力
を
注
い
で
い
る
よ
う
だ
。

苦
闘
し
て
い
る
教
師
集
団
を
励
ま
し
、
親
や
地
域

の
協
力
を
得
て
、
学
校
現
場
と
苦
労
を
と
も
に
し

な
が
ら
真
剣
に
問
題
の
解
決
に
あ
た
れ
。

多
様
化
す
る
区
民
要
望
に

積
極
的
に
こ
た
え
て
い
け

　
昭
和
5
7
年
度
各
会
計
予
算
案
に
賛
成
の
立
場
か

ら
、
意
見
を
述
べ
る
。

　
都
か
ら
の
事
務
事
業
移
管
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
す
で
に
合
意
さ
れ
た
事
業
に
は
、
十
分
な
体

制
で
臨
ん
で
い
け
。
中
で
も
、
都
営
住
宅
事
業
は
、

良
好
な
居
住
地
の
確
保
な
ど
の
た
め
に
重
要
な
の

で
、
区
の
施
策
と
し
て
取
り
上
げ
よ
。
ま
た
、
都

営
庄
宅
内
の
樂
会
室
の
活
用
や
、
都
の
庄
宅
建
設

資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
事
業
の
移
管
促
進
な
ど
、
区

民
の
要
望
に
も
十
分
こ
た
え
て
い
け
。

　
サ
ー
ビ
ス
公
社
で
は
、
福
祉
的
な
事
業
へ
の
取

り
組
み
を
検
討
す
る
な
ど
、
内
容
を
充
実
せ
よ
。

　
私
立
高
校
入
学
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
事
業
は
、

生
活
保
護
世
帯
も
借
り
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
け
。

　
区
民
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
本
所
、
支
所
、
出
張
所

を
漢
字
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
の
憎
報
機
器
で
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
し
、
窓
口
業
務
の
抜
本
的
な
改
善
を
図

る
べ
き
だ
。
そ
の
一
段
階
と
し
て
、
ま
ず
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
を
導
入
せ
よ
。
一
方
、
巌
近
の
不
況
な

ど
で
、
区
民
は
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

融
資
制
度
や
中
小
商
工
業
者
へ
の
経
営
相
談
、
勤

労
者
生
活
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
な
ど
、
各
種
制

度
を
充
実
し
て
い
け
。
ま
た
、
勤
労
者
。
区
民
生

活
セ
ン
タ
ー
の
建
設
で
は
、
広
範
な
利
用
が
で
き

る
よ
う
な
施
設
を
検
討
せ
よ
。

　
保
健
衛
生
で
は
、
玉
川
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
公
　
明
　
党

の
充
実
が
図
ら
れ
る
が
、
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

の
健
康
増
進
事
業
の
拡
充
や
、
区
民
の
健
康
状
態

を
把
握
す
る
手
法
の
確
立
な
ど
を
含
め
、
事
業
の

体
系
化
、
総
合
化
を
図
れ
。

　
再
開
発
事
業
で
は
、
二
子
玉
川
、
祖
師
谷
大
蔵

の
二
地
区
が
追
加
さ
れ
た
が
、
十
分
な
調
査
を
行

い
、
住
民
と
の
協
議
も
重
ね
て
い
け
。

　
急
速
に
破
壊
さ
れ
つ
つ
あ
る
自
然
の
保
護
、
緑

化
推
進
、
農
地
保
全
に
今
後
も
全
力
で
取
り
組
め
。

ま
た
、
下
水
道
の
促
進
で
は
、
西
部
の
未
整
備
地

区
で
の
早
期
実
現
を
図
り
、
普
及
率
の
向
上
に
努

め
よ
。
さ
ら
に
、
生
活
道
路
の
整
備
や
、
下
水
道

工
事
後
の
路
面
改
良
に
つ
い
て
も
、
地
域
の
優
先

順
位
を
考
慮
し
な
が
ら
進
め
て
い
け
。

　
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
福
祉
総
合
計

画
の
中
に
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
や
リ
ハ
ビ
リ
施
設

を
意
欲
的
に
盛
り
込
み
、
将
来
に
誇
れ
る
施
設
の

建
設
を
進
め
、
区
民
要
望
に
こ
た
え
よ
。

　
教
育
面
で
は
、
指
導
室
の
充
実
や
教
師
の
資
質

向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
老
朽
化
し
た
三
浦
健

康
学
園
を
早
期
に
改
修
せ
よ
。
ま
た
、
ミ
ニ
体
育

館
の
建
設
や
児
童
館
の
増
設
に
も
取
り
組
め
。

　
最
後
に
、
美
術
館
に
つ
い
て
は
、
美
術
品
の
適

切
な
収
集
方
法
な
ど
を
十
分
に
検
討
し
て
い
け
。

ま
た
、
区
独
自
で
学
芸
員
を
積
極
的
に
育
成
す
る

な
ど
、
美
術
館
の
運
営
に
万
全
を
期
せ
。

　
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
は
、
毎
年
一
回
、
必

ず
区
長
に
意
見
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

今
年
は
、
2
月
2
4
日
に
意
見
が
出
溢
れ
、
こ
れ

を
も
と
に
検
討
し
た
結
果
、
別
表
の
よ
う
に
区

議
・
区
艮
等
の
報
酬
・
給
与
等
が
改
定
さ
れ
た
。

　
意
見
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
昨
年
の
H
月
2
4
日
か
ら
五
回
に
わ
た
っ
て
審

議
を
重
ね
、
結
論
を
出
し
た
。

　
審
議
に
あ
た
っ
て
は
①
特
別
職
は
貴
任
度
か

ら
一
般
職
よ
り
高
額
と
す
る
、
②
物
価
、
生
計

費
の
変
動
等
を
考
慮
す
る
、
③
区
の
財
政
事
惰

を
勘
案
す
る
、
④
他
区
と
も
比
較
し
、
区
民
感

情
を
顧
み
な
が
ら
当
区
の
特
殊
性
を
配
慮
す
る

こ
と
を
基
本
原
則
と
し
た
。

　
特
別
区
人
事
委
員
会
の
一
般
職
へ
の
勧
告
、

物
価
、
生
計
費
の
上
昇
率
、
当
区
の
財
政
状
況
、

他
区
と
の
比
較
な
ど
を
考
え
て
検
討
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
特
別
職
の
給
料
な
ど
は
、
区
の
一

般
職
給
与
の
平
均
ア
ッ
プ
率
五
。
一
九
％
に
圧

縮
を
加
え
平
均
四
・
八
五
％
引
き
上
げ
、
区
の

部
長
級
職
員
の
給
与
改
定
が
今
年
の
4
月
か
ら

適
用
さ
れ
る
の
で
、
同
月
か
ら
適
用
す
る
の
が

妥
当
で
あ
る
。
」

月上率

63％

75

76

77

94

56

63

75

29
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日
本
社
会
党

　
昭
和
5
7
年
度
各
会
計
予
算
案
に
、
賛
成
の
立
場

か
ら
意
見
を
述
べ
る
。

　
国
の
行
政
改
革
や
都
の
財
政
再
建
の
影
響
を
受

け
な
が
ら
も
、
一
般
会
計
は
国
や
都
を
上
回
る
伸

び
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
区
民
生
活
を
防
衛

し
、
福
祉
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
区
政
の
第
一
義

的
課
題
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
も
っ
と
積
極

的
な
予
算
を
編
成
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
投

資
的
経
費
の
落
ち
込
み
も
見
ら
れ
る
。
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
財
源
配
分
に
も
十
分
留
意
せ
よ
。

　
現
在
区
は
、
区
民
健
康
村
や
美
術
館
の
建
設
、

地
域
行
政
の
推
進
な
ど
、
多
額
の
経
費
を
必
要
と

す
る
大
規
模
事
業
を
抱
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

福
祉
の
後
退
を
招
か
ぬ
よ
う
、
財
政
計
画
を
明
確

に
し
て
お
け
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
区
民

の
声
を
十
分
反
映
さ
せ
、
計
画
的
に
進
め
て
い
け
。

　
都
区
財
政
調
整
は
、
都
主
導
型
と
な
ら
な
い
よ

う
に
せ
よ
。
第
三
者
機
関
を
設
け
て
、
望
ま
し
い

調
整
率
を
決
定
す
る
こ
と
も
大
切
だ
。
ま
た
、
財

政
権
の
確
立
の
た
め
、
都
区
共
同
で
、
国
に
税
・

財
政
制
度
の
改
善
を
求
め
て
い
け
。

　
契
約
や
入
札
は
、
公
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
特
に

配
慮
せ
よ
。
情
報
公
開
の
実
施
に
も
積
極
的
に
取

り
組
め
。

　
区
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の

機
能
を
充
実
し
、
効
率
的
な
運
営
を
進
め
よ
。
ガ

ン
の
早
期
発
見
の
た
め
、
一
定
年
齢
に
達
し
た
全

区
民
へ
の
検
診
の
実
施
、
P
R
の
徹
底
を
図
れ
。

　
福
祉
面
で
は
、
障
害
者
が
真
に
平
等
に
社
会
参

加
で
き
る
よ
う
、
区
と
区
民
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
け
。
リ
ハ
ビ
リ
の
体
系
化
、
障
害
児

教
育
の
体
制
強
化
も
要
望
す
る
。
ま
た
、
高
齢
化

社
会
に
向
け
て
、
き
め
細
か
な
生
き
が
い
対
策
、

生
涯
教
育
な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
い
け
。

　
都
市
整
備
公
社
は
、
豊
か
な
経
験
を
も
つ
専
門

職
員
の
指
導
の
も
と
で
の
、
円
滑
な
事
業
の
推
進

が
必
要
だ
。
零
細
権
利
者
の
保
護
に
も
十
分
配
慮

せ
よ
。
ま
た
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
都
市
の
名
に
ふ
さ
わ

し
い
環
境
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
た
め
、
環
境
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
指
導
要
綱
を
早
急
に
作
成
せ
よ
。

　
青
少
年
の
非
行
対
策
は
、
教
師
だ
け
で
な
く
、

社
会
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
大
き
な
課
題
だ
。
ま

ず
、
非
行
の
起
こ
る
社
会
的
原
因
を
明
ら
か
に
し
、

根
本
的
な
対
策
を
確
立
し
て
い
け
。
教
育
委
員
会

と
学
校
の
な
お
一
層
の
取
り
組
み
を
望
む
。

　
昨
年
n
月
に
国
保
の
保
険
料
を
値
上
げ
し
た
が
、

医
療
費
の
伸
び
が
都
の
予
想
を
下
回
っ
た
た
め
、

疽
上
げ
は
不
要
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
上
、

都
は
区
へ
の
国
保
交
付
金
も
削
減
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
区
民
や
区
に
対
し
て
安
易
に
負
担
を

強
い
る
こ
と
は
大
問
題
だ
。
区
長
会
は
、
都
に
対

し
て
交
付
金
の
増
額
を
強
く
求
め
て
い
け
。

馬

ノ

顔，灘麟羅螺騨
　　報酬・給与月額改定表

引上率改定額現行額分区

4．63％

4．75

4．76

4．77

4．94

678，000

573，000

484，000

461，000

446．000

648，000

547，000

462》000

440，000

425．000

長
長
長
長

　
議
員

　
　
　
　
委

議
副
委
副

員議

区
　
議
　
会

4．56

4．63

4．75

848，000

678，000

573．000

811，000

648，000

547．000

長
役
役入

区
助
収

三
　
役

4．29

5．08

6
　
　
5

3
　
　
7

219，000

186．000

0
　
　
0

0
　
　
0

0
　
　
0

7
　
　
7

210，000

177，000

168，000

547．000

委員長
職務代理者

員
長育

委
教

教
育
委
員
会

4．26

4．29

4．10

245，000

219，000

127．000

35，000

10，000

22．000

代表委員
知識経験委員

議員選出委員

監
査
委
員

4．29

5．08

5．36

219，000

186，000

177．000

10，000

77》000

68．000

長
者
　
理
員
代
　
務
委
職

員委

選
管
委

4．23

4．44

5．26

37，000

23，500

20．000

35，500

22，500

19．000

会　　　長

職務代理者

委　　　員

農
業
委

8．33
’LP

6．500

当｝

6．000
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藁

，
蒔

齢

区議会などが招く関係人

』
邸

灘

は
、
健
全
財
政
の
維
持
や
大
規
模
事
業
の
実
施
の

上
で
、
特
に
支
障
は
な
い
よ
う
だ
。
し
か
し
、
財

政
計
画
は
、
社
会
。
経
済
の
変
動
に
即
し
て
、
常

に
見
直
す
こ
と
が
必
要
だ
。
事
業
実
施
に
支
障
を

来
さ
な
い
よ
う
、
十
分
に
配
慮
し
て
い
け
。

　
行
政
の
”
効
果
評
価
シ
ス
テ
ム
”
の
確
立
は
、

常
々
主
張
し
て
き
た
こ
と
だ
。
区
政
の
中
で
、
少

瀦
・酵

・
．

㌧

、

掌『
い

腰

一
行
政
と
区
民
が
役
割
り
を
分
担
し

』
福
祉
施
策
の
充
実
を
図
れ

　
昭
和
5
7
年
度
各
会
計
予
算
案
に
、
賛
成
の
立
場

か
ら
意
見
を
述
べ
る
。

　
福
祉
総
合
計
画
素
案
の
骨
子
を
み
る
と
、
現
実

性
を
踏
ま
え
た
高
度
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
従

前
よ
り
一
歩
踏
み
込
ん
だ
区
の
福
祉
施
策
へ
の
考

　
　
　
　
　
　
　
民
　
社
　
党

え
方
や
態
度
を
高
く
評
価
す
る
。
今
後
も
、
行
政

と
区
民
の
適
切
な
役
割
り
分
担
の
も
と
で
、
福
祉

施
策
を
さ
ら
に
充
実
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
ま

た
、
障
害
者
の
就
労
機
会
の
拡
大
や
ウ
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
”
に
も
、
全
庁
が
一
体
と
な
っ
て
、
”
横

老人大学卒業式（老人会館で）

断
的
”
な
態
勢
で
取
り
組
め
。

　
中
学
校
の
校
内
暴
力
が
、
学
校
運
営
正
常
化
へ

の
熱
心
な
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
是
正
に
は
、

教
職
員
の
適
切
な
対
応
が
原
点
だ
が
、
区
長
や
教

育
委
員
会
の
取
り
組
み
姿
勢
も
大
変
重
要
だ
。
指

導
室
を
充
実
し
、
教
育
現
場
へ
の
指
導
の
強
化
に

精
力
的
に
取
り
組
め
。
ま
た
、
学
校
を
閉
鎖
的
な

社
会
と
せ
ず
、
地
域
と
の
交
流
を
促
進
せ
よ
。
．
不

適
格
”
な
教
師
に
は
厳
し
く
対
処
し
て
い
け
。

　
美
術
館
や
区
民
健
康
村
の
建
設
に
対
し
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
異
な
っ
た
意
見
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に

十
分
耳
を
傾
け
な
が
ら
暫
業
を
進
め
よ
。

　
地
域
事
務
所
構
想
は
、
大
都
市
的
実
態
に
よ
る

必
要
性
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
。
し
か
し
、
法
的

制
約
も
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く
か
が

大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
実
施
に
向
け
て
の

，
時
刻
表
”
を
つ
く
っ
て
大
胆
に
踏
み
出
せ
。

　
都
市
整
備
事
業
は
、
整
備
が
お
く
れ
て
い
る
地

域
の
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
十
分
な
準
備
と
時

間
を
か
け
な
が
ら
、
一
層
の
促
進
を
図
れ
。

　
幼
児
人
口
の
減
少
が
著
し
い
。
こ
れ
は
、

将
来
、

保
育
園
や
幼
稚
園
、
小
学
校
な
ど
の
運
営
に
大
き

な
影
響
を
及
ぽ
す
も
の
だ
。
幼
児
。
児
童
施
設
の

他
の
施
設
へ
の
転
用
を
含
め
、
人
員
配
置
や
業
務

内
容
な
ど
の
見
直
し
を
積
極
的
に
進
め
て
お
け
。

　
あ
ら
ゆ
る
事
業
を
進
め
て
い
く
上
で
、
最
も
大

切
な
の
は
、
し
っ
か
り
し
た
財
政
計
画
だ
。
当
面

し
ず
つ
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
一
層

の
充
実
・
発
展
を
望
む
。

　
都
は
「
マ
イ
タ
ウ
ン
構
想
」
の
実
現
に
努
め
て

お
り
、
そ
の
中
で
は
、
「
地
域
か
ら
の
発
想
」
が
重

視
さ
れ
て
い
る
。
区
に
か
か
わ
る
都
の
事
業
に
は
、

区
の
立
場
で
積
極
的
に
都
に
提
案
し
て
い
く
姿
勢

で
、
新
年
度
の
予
算
執
行
に
あ
た
れ
。

ツ
区
長
自
身
の
信
念
を
も
っ
た

団
区
政
の
展
開
を

　
昭
和
57
年
度
各
会
計
予
算
案
に
、
賛
成
す
る
立

場
か
ら
意
見
と
要
望
を
述
べ
る
。

　
嚴
近
の
区
政
を
見
る
と
、
議
会
と
本
音
で
議
論

し
合
う
こ
と
が
な
い
な
ど
、
「
オ
ー
ル
与
党
」
体
制

の
欠
陥
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
区
長
も

信
念
を
し
っ
か
り
も
ち
、
け
じ
め
の
あ
る
行
政
を

進
め
よ
。
特
に
、
教
育
問
題
な
ど
は
、
区
長
の
立

場
を
は
っ
き
り
さ
せ
よ
。
ま
た
、
区
政
に
学
者
な

ど
の
声
が
入
り
す
ぎ
て
い
る
。
参
考
程
度
に
と
ど

め
、
も
っ
と
行
政
自
身
で
施
策
を
推
進
せ
よ
。

　
婦
人
総
合
対
策
璽
業
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
今

後
も
適
切
な
指
導
に
努
め
る
な
ど
、
婦
人
対
策
を

一
層
推
進
せ
よ
。
ま
た
、
市
民
大
学
は
二
年
目
を

迎
え
る
が
、
当
初
の
目
的
が
達
成
で
き
る
か
心
配

だ
。
運
営
委
員
の
ほ
と
ん
ど
は
学
者
で
占
め
ら
れ

て
い
る
。
責
任
面
な
ど
で
問
題
で
は
な
い
か
。

　
区
の
投
票
率
は
他
区
に
く
ら
べ
て
非
常
に
悪
い
。

P
R
な
ど
に
全
力
を
注
げ
。
ま
た
、
来
年
の
都
知

事
選
挙
と
区
議
。
区
長
選
挙
を
同
時
に
執
行
で
き

る
よ
う
、
国
や
都
に
積
極
的
に
働
き
か
け
よ
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
。

休
日
・
夜
間
診
療
の
実
施
や
健
康
相
談
、
P
R
事

業
、
精
神
障
害
な
ど
の
心
の
健
康
対
策
も
含
め
、

全
区
民
の
健
康
増
進
の
拠
点
と
せ
よ
。

　
高
齢
化
社
会
が
急
速
に
進
む
中
で
は
、
福
祉
施

策
の
中
心
は
老
人
対
策
に
置
く
べ
き
だ
。
す
べ
て

無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
ブ

の
老
人
を
対
象
と
し
た
”
老
人
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
”
を
、
民
問
病
院
の
協
力
を
得
て
実
現
せ
よ
。

障
害
者
対
策
で
は
、
国
や
都
に
制
度
の
改
善
を
求

め
る
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
め
。
ま
た
、
安
易
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
の
依
存
は
見
直
せ
。
言
語
障
害

を
伴
う
聴
覚
障
害
者
対
策
に
も
十
分
援
助
を
行
え
。

　
道
路
な
ど
生
活
基
盤
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
。

技
術
担
当
助
役
を
設
置
す
る
な
ど
、
執
行
体
制
を

強
化
し
、
街
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
せ
よ
。
再
，

三
主
張
し
て
き
た
小
田
急
線
の
高
架
化
は
、
都
な

ど
の
対
応
を
待
た
ず
、
区
が
主
体
的
に
取
り
組
め
。

ま
た
、
今
ま
で
の
下
水
道
工
事
の
進
み
ぐ
あ
い
で

は
、
完
全
整
備
ま
で
十
年
も
か
か
っ
て
し
ま
う
。

五
年
程
度
で
実
現
し
て
い
け
。
第
二
種
風
致
地
区

で
の
大
型
施
設
の
建
設
に
は
、
樹
木
保
存
を
強
力

に
指
導
せ
よ
。
丸
子
川
の
河
川
管
理
は
、
上
・
中
．

・
下
流
で
統
一
す
る
よ
う
早
急
に
改
善
せ
よ
。

　
教
育
問
題
で
は
、
校
内
暴
力
を
初
め
、
教
師
が

政
党
機
関
紙
を
父
兄
に
勧
誘
す
る
な
ど
、
公
立
学

校
の
規
律
の
乱
れ
に
は
目
に
余
る
も
の
が
あ
る
。

区
は
強
力
に
指
導
せ
よ
。
正
規
の
授
業
の
中
で
、

遊
び
を
教
え
る
よ
う
な
”
研
究
授
業
”
の
あ
り
方

も
見
直
せ
。
ま
た
、
指
導
要
録
の
改
訂
を
理
由
に

小
学
校
中
高
学
年
の
五
段
階
評
価
を
一
方
的
に
三

段
階
評
価
に
し
た
学
校
が
あ
る
。
評
価
方
法
を
統

一
す
る
よ
う
強
く
指
導
せ
よ
。
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美
術
館
の
建
設
は

区
民
の
理
解
を
得
て

進
め
て
い
け

ー
自
由
民
主
党
1

質
問
　
美
術
館
建
設
で
は
、
用
地
の
確
保
が
嚴
も

大
切
だ
。
都
か
ら
早
急
に
、
砧
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー

ク
ヘ
の
建
設
許
可
を
受
け
よ
。
区
民
の
中
に
、
「
美

術
館
よ
り
も
、
も
っ
と
必
要
な
事
業
を
行
え
」
と

の
意
見
が
多
い
。
文
化
の
高
揚
の
た
め
、
美
術
館

の
必
要
性
と
価
値
を
強
く
P
R
し
、
区
民
の
理
解

を
得
る
よ
う
努
力
せ
よ
。
区
制
5
0
周
年
の
記
念
學

業
に
ふ
さ
わ
し
く
、
．
美
術
の
殿
堂
”
と
し
て
全
国

か
ら
注
目
さ
れ
る
も
の
に
し
て
い
け
。
ま
た
、
運

営
に
は
多
額
の
経
費
が
か
か
る
が
、
砧
フ
ァ
ミ
リ

ー
パ
ー
ク
の
地
下
に
区
営
冷
凍
庫
を
設
置
し
、
そ

の
営
業
利
益
で
経
費
を
賄
っ
て
は
ど
う
か
。

区
長
　
用
地
は
、
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
。
「
区
立
美

術
館
建
設
の
方
針
」
を
「
区
の
お
し
ら
せ
」
に
掲

載
し
た
。
今
後
も
、
美
術
館
の
果
た
す
役
割
を
積

極
的
に
P
R
し
、
理
解
と
協
力
を
得
て
い
く
。
区

内
在
庄
作
家
の
年
品
の
収
築
、
区
民
の
創
作
活
動

へ
の
援
助
、
国
際
的
な
展
覧
会
が
で
き
る
企
画
展

示
室
と
し
て
い
く
な
ど
、
全
国
に
誇
れ
る
美
術
館

に
し
た
い
。
冷
凍
庵
事
業
は
十
分
検
討
し
た
い
。

質
問
　
区
は
、
良
好
な
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、

”
街
づ
く
り
条
例
”
の
制
定
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
を
評
価
す
る
。
こ
れ
か
ら
の
街
づ
く
り
に
は
、

道
路
整
備
が
嚴
も
重
要
だ
。
し
か
し
、
都
の
都
市

計
画
道
路
の
整
備
が
一
向
に
進
ま
な
い
た
め
、
街

づ
く
り
の
推
進
の
大
き
な
障
害
に
な
っ
て
い
る
。

区
独
自
で
都
市
計
画
を
策
定
し
、
積
極
的
に
再
整

備
に
着
手
せ
よ
。
そ
の
際
は
、
都
市
整
備
公
社
の

活
用
を
十
分
図
れ
。

区
長
　
土
地
利
用
基
本
計
画
の
調
査
を
行
っ
て
、

”
整
備
方
針
”
を
策
定
し
、
区
独
自
の
都
市
計
画

を
都
の
計
画
の
中
に
、
十
分
反
映
し
て
い
き
た
い
。

道
路
は
、
こ
の
方
針
に
基
づ
い
て
整
備
を
図
り
た

い
。
公
社
は
、
体
制
を
強
化
し
て
道
路
整
備
に
も

活
用
し
て
い
き
た
い
。

》
z

新
た
な
“
貧
困
間
題
”
の

解決に

真
正
面
か
ら

取
り
組
め

　
　
1
日
本
共
産
党
ー

質
問
　
こ
れ
ま
で
の
三
年
間
の
区
政
を
ど
う
評
価

し
、
残
る
一
年
間
を
ど
う
運
営
し
て
い
く
の
か
。

「
臨
調
」
第
二
次
答
申
に
対
す
る
所
感
も
示
せ
。

区
長
　
基
本
構
想
の
貝
体
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
後
も
、
地
方
自
治
の
基
盤
の
確
立
に
努
め
て
い

く
。
答
申
は
許
認
可
制
度
の
整
理
が
不
十
分
だ
。

質
問
　
実
質
増
税
や
消
費
活
動
の
悪
化
な
ど
が
相

互
に
作
用
し
な
が
ら
、
低
所
得
者
層
の
生
活
を
圧

迫
し
、
新
た
な
．
貧
困
”
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

区
は
、
こ
の
問
題
を
福
祉
総
合
計
画
の
中
に
明
確

に
位
置
づ
け
、
施
策
の
充
実
を
図
れ
。
ま
た
、
生

活
保
護
制
度
の
内
容
も
積
極
的
に
P
R
せ
よ
。

区
長
　
低
所
得
者
対
策
の
柱
で
あ
る
経
済
生
活
の

安
定
は
、
国
の
総
合
的
な
対
策
に
期
待
す
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。
区
と
し
て
は
、
情
報
の
提
供
や
相

談
、
生
活
保
護
措
置
な
ど
の
機
能
を
充
実
し
て
い

、

繭

き
た
い
。
制
度
の
普
及
に
も
努
め
て
い
く
。

質
問
　
入
札
制
度
を
民
主
的
に
改
革
し
て
い
く
た

め
に
、
公
職
の
立
候
補
予
定
者
は
公
共
事
業
受
注

企
業
か
ら
政
治
献
金
を
自
発
的
に
受
け
な
い
こ
と

や
、
地
方
自
治
法
の
兼
職
禁
止
規
定
の
厳
格
な
適

用
、
”
条
件
付
乞
般
競
争
入
札
方
式
の
採
用
、
入

札
経
過
や
予
定
価
格
な
ど
の
公
表
を
提
案
す
る
。

区
長
、
助
役
　
法
令
の
遵
守
や
、
厳
格
な
適
用
に

努
め
て
い
る
。
入
札
制
度
の
改
善
は
、
検
討
委
員

会
を
設
け
て
研
究
中
だ
。
入
札
経
過
の
公
表
は
検

討
し
た
い
が
、
予
定
価
格
の
公
表
は
困
難
だ
。

質
問
　
都
青
少
年
問
題
協
議
会
の
提
言
は
、
”
中
学

生
問
題
”
の
現
状
を
正
し
く
把
握
し
、
的
確
な
分

析
を
し
て
い
る
。
区
は
ど
う
受
け
と
め
て
い
る
か
。

提
言
を
教
育
関
係
者
に
配
布
し
、
活
用
せ
よ
。

教
育
長
　
提
言
は
、
学
校
教
育
の
根
幹
に
か
か
わ

る
適
切
な
指
摘
と
受
け
と
め
て
お
り
、
十
分
に
活

用
し
て
い
き
た
い
。
中
学
校
に
は
、
都
か
ら
配
布

さ
れ
て
い
る
。
小
学
校
へ
の
配
布
は
検
討
し
た
い
。

大
規
模
嚢
の

推
進
の
た
め
に

財
政
力
を
強
化
せ
よ

　
　
ー
公
明
党
1

魎■…溢羅艶
輪

質
問
　
国
の
地
方
へ
の
財
政
的
な
し
わ
寄
せ
が
強

ま
る
中
で
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
区
政
を
進
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隻

密集市街地（太子堂地区）

い
く
の
か
。
こ
れ
か
ら
大
規
慎
事
業
を
進
め
て
い

く
が
、
財
政
的
な
襲
づ
け
に
万
全
を
期
せ
。
都
区

財
政
調
整
の
中
に
美
術
館
建
設
費
な
ど
を
含
め
て

い
く
な
ど
、
制
度
の
改
善
に
努
め
よ
。
ま
た
、
行

財
政
の
見
直
し
作
業
は
進
ん
で
い
る
の
か
。
都
か

ら
の
事
務
事
業
移
管
に
も
、
十
分
に
備
え
て
お
け
。

区
長
　
よ
り
身
近
な
区
政
と
す
る
た
め
、
今
後
も

地
域
活
動
の
促
進
に
努
め
て
い
く
。
財
源
の
確
保

に
は
、
積
立
基
金
な
ど
を
考
え
て
い
る
。
建
設
費

な
ど
が
財
調
の
対
象
と
な
る
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

点
検
の
成
果
は
、
可
能
な
を
の
か
ら
実
施
し
た
い
。

質
問
　
福
祉
総
合
計
画
の
中
に
、
総
合
的
な
リ
ハ

ビ
リ
施
設
や
、
老
人
住
宅
、
新
し
い
都
市
型
老
人

ホ
ー
ム
、
心
身
障
害
者
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
福
祉
施

設
の
建
設
計
画
を
位
置
づ
け
て
い
け
。
モ
デ
ル
地

　
　
　
　
へ

区
を
指
定
し
て
、
福
祉
の
風
土
づ
く
り
に
も
努
め

よ
。
ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
好
評
な
健
康
増
進

事
業
を
、
各
保
健
所
で
も
実
施
し
て
い
け
。

区
長
　
施
設
の
重
要
性
は
十
分
に
認
識
し
て
お
り
、

モ
デ
ル
地
区
も
含
め
、
検
討
し
て
い
く
。
梅
丘
・

砧
保
健
所
で
、
健
康
増
進
事
業
を
実
施
し
た
い
。

質
問
　
「
街
づ
く
り
条
例
」
で
は
、
自
発
的
な
区
民

の
意
見
の
吸
収
や
融
資
制
度
の
確
立
、
環
境
面
の

配
慮
に
努
め
よ
。
祖
師
谷
農
場
跡
地
を
め
ぐ
る
国

・
都
・
区
間
の
意
見
調
整
を
積
極
的
に
進
め
よ
。

区
長
　
現
在
、
条
例
案
を
調
整
し
て
い
る
が
、
融

資
制
「
度
や
環
境
整
備
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
た

い
。
跡
地
利
用
の
解
決
に
も
努
め
て
い
く
。

質
問
　
非
行
化
防
止
に
は
、
全
庁
的
に
取
り
組
む

一
方
、
小
・
中
学
校
の
連
携
や
、
父
親
教
室
の
実

、
施
に
よ
る
家
庭
教
育
の
充
実
に
も
力
を
入
れ
る
な

ど
、
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
い
け
。

教
育
畏
　
取
り
組
み
体
制
を
確
立
し
て
い
き
た
い
。

平
和
の
理
念
に
徹
し

人
間
尊
重
の

区
政
の
実
現
を

　
　
1
日
本
社
会
党
ー

質
問
　
鈴
木
内
閣
は
レ
ー
ガ
ン
政
権
と
一
体
と
な

っ
て
軍
備
拡
張
路
線
を
進
め
て
い
る
が
、
人
間
尊

璽
の
区
政
を
充
実
す
る
に
は
、
平
和
の
理
念
に
徹

し
た
固
い
決
意
が
必
要
だ
。
区
長
の
決
意
を
示
せ
。

区
長
　
住
民
福
祉
の
向
上
は
、
平
和
な
社
会
の
維

持
と
発
展
が
前
提
と
な
る
。
今
後
も
、
豊
か
な
人

間
性
に
満
ち
た
福
祉
社
会
の
実
現
に
努
力
す
る
。

質
問
　
国
は
、
都
の
職
員
給
与
の
改
定
に
際
し
、

不
当
な
介
入
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
地
方
自
治
の
侵

害
だ
。
区
は
、
人
事
委
員
会
の
給
与
改
定
勧
告
を

完
全
実
施
し
、
職
員
の
生
活
を
保
障
せ
よ
。

区
長
　
管
理
職
の
分
は
一
部
カ
ッ
ト
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
今
後
、
士
気
の
低
下
を
招
か
ぬ
よ
う
、

勤
務
条
件
の
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

質
問
　
景
気
回
復
の
お
く
れ
な
ど
か
ら
、
区
の
財

政
状
況
は
決
し
て
楽
観
を
許
さ
な
い
。
区
民
健
康

村
の
建
設
を
初
め
、
大
規
模
事
業
の
実
現
の
た
め
、

ど
の
よ
う
に
財
政
運
営
を
し
て
い
く
の
か
。

区
長
　
都
区
間
の
財
源
配
分
の
適
正
化
や
民
間
資

金
の
活
用
な
ど
で
財
源
確
保
に
努
め
る
。
一
方
、

事
務
の
見
直
し
な
ど
で
経
費
節
減
を
図
り
、
健
全

財
政
を
維
持
し
な
が
ら
、
計
画
実
現
に
努
力
す
る
。

質
問
　
街
づ
く
り
は
、
よ
り
多
く
の
住
民
の
参
加

と
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
よ
。
世
田
谷
通
り
沿
道

の
高
層
ビ
ル
化
に
伴
う
環
境
悪
化
を
防
止
せ
よ
。

区
長
　
P
R
の
方
法
、
住
民
参
加
の
手
法
な
ど
を

再
検
討
し
、
住
民
の
合
意
を
得
な
が
ら
街
づ
く
り

を
進
め
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。
付
近
の
居
庄
環

境
を
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
努
め
て
い
く
。

質
問
　
非
行
化
防
止
に
は
、
生
徒
と
教
師
の
信
頼

関
係
の
確
立
、
非
行
を
で
き
に
く
く
す
る
環
境
づ

く
り
が
大
切
だ
。
学
校
に
ど
う
指
導
し
て
い
る
か
。

教
育
長
”
心
の
ふ
れ
あ
い
”
を
重
視
し
た
教
育
を

実
現
で
き
る
よ
う
、
研
修
な
ど
を
通
じ
て
、
教
職

員
に
一
層
の
奮
起
を
促
し
て
い
る
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

「
サ
ー
ビ
ス
公
社
」
の

積
極
的
な
活
用
を

1
民
社
党
1

質
問
　
4
月
に
「
サ
ー
ビ
ス
公
社
」
が
発
足
し
、

一
部
の
公
共
施
設
の
管
理
運
営
な
ど
を
行
う
こ
と

に
な
っ
た
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
か
ら
も
、
そ

の
意
義
は
非
常
に
大
き
い
。
し
か
し
、
法
人
格
の

な
い
任
意
団
体
と
の
こ
と
だ
。
民
間
的
発
想
で
独

自
に
窮
業
が
で
き
る
よ
う
、
株
式
会
社
に
し
て
は

ど
う
か
。
ま
た
、
今
後
、
ど
う
拡
張
す
る
の
か
。

公
社
の
独
自
事
業
の
「
公
共
遊
休
地
の
有
効
利
用
」

の
内
容
も
示
せ
。
常
勤
職
員
は
、
体
制
の
強
化
の

た
め
に
、
都
市
整
備
公
社
と
の
兼
職
を
や
め
よ
。

区
長
　
株
式
会
社
方
式
は
、
積
極
的
に
検
討
す
る
。

事
業
は
、
実
績
を
踏
ま
え
な
が
ら
拡
大
し
て
い
き

た
い
。
公
共
遊
休
地
は
、
遊
び
場
や
簡
易
ス
ポ
ー

ツ
施
設
な
ど
と
し
て
開
放
し
て
い
る
。
兼
職
は
、

法
人
格
の
な
い
現
状
で
は
や
む
を
得
な
い
と
思
う
。

質
問
　
都
か
ら
の
事
務
事
業
移
管
が
協
議
さ
れ
て

い
る
。
ま
ず
、
財
源
の
問
題
に
十
分
留
意
せ
よ
。

都
市
計
画
関
連
事
業
の
受
け
入
れ
態
勢
を
示
せ
。

建
て
か
え
な
ど
の
問
題
が
あ
る
公
営
住
宅
事
業
に

は
、
ど
う
対
処
す
る
の
か
。
継
続
協
議
中
の
清
掃

事
業
、
地
教
行
法
5
9
条
廃
止
問
題
の
現
状
を
示
せ
。

区
長
、
教
育
長
　
財
政
調
整
制
度
の
改
善
に
二
十

三
区
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
。
移
管
の
貝
体
的

な
手
続
き
は
、
都
と
十
分
に
協
議
す
る
。
住
宅
事

業
に
は
、
都
と
連
携
を
密
に
し
て
対
処
す
る
。
清

掃
や
教
育
関
係
は
、
問
題
整
理
を
進
め
て
い
る
。

質
問
　
学
校
施
設
の
有
効
利
用
が
お
く
れ
て
い
る
。

教
室
の
学
童
ク
ラ
ブ
ヘ
の
利
用
や
、
校
庭
、
プ
ー

ル
の
一
般
解
放
の
促
進
な
ど
を
も
っ
と
考
え
よ
。

教
育
長
　
「
検
討
委
員
会
」
を
設
け
て
学
校
施
設
の

有
効
利
用
を
検
討
し
て
い
る
。

質
問
　
先
に
「
勤
労
者
互
助
会
」
の
設
立
を
提
案

し
た
が
、
そ
の
後
、
ど
う
検
討
し
た
の
か
。

区
民
部
長
　
必
要
性
を
十
分
認
識
し
、
調
査
検
討

を
進
め
て
い
る
。

末
端
に
ま
で

行
き
渡
る

行
政
を
進
め
よ

ー
無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
ブ
ー
ノ

質
問
　
区
は
、
健
康
村
建
設
な
ど
、
大
き
な
事
業

に
目
を
向
け
過
ぎ
て
い
る
。
施
設
を
つ
く
れ
ば
よ

い
と
い
う
時
代
は
過
ぎ
去
っ
た
。
行
政
を
見
直
す

時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
は
、
末

端
に
ま
で
行
き
渡
る
行
政
を
進
め
る
こ
と
が
大
切

だ
。
し
か
も
、
5
7
年
度
は
、
税
収
の
伸
び
が
期
待

で
き
ず
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
想
さ
れ
る
。
ど

う
対
処
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
区
内
に
は
、
さ

ま
ぎ
ま
な
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
そ
こ
で
次
の

点
を
問
う
。
小
田
急
線
高
架
化
を
促
進
し
、
下
北

沢
駅
周
辺
再
開
発
な
ど
に
取
り
組
め
。
継
続
的
な

都
市
計
画
事
業
を
推
進
せ
よ
。
私
道
排
水
設
備
助

成
へ
の
地
主
の
協
力
要
講
を
行
え
。
リ
ハ
ビ
リ
や

入
院
な
ど
が
で
き
る
老
人
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
．

建
設
せ
よ
。
手
話
通
訳
者
の
位
置
づ
け
の
重
視
や

日
常
生
活
へ
の
派
遣
、
聴
覚
障
害
者
の
区
へ
の
採

用
拡
大
を
図
れ
。
「
特
例
市
構
想
」
の
完
全
実
施
に

積
極
的
に
取
り
組
め
。
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
な
ど
、
事

務
の
合
理
化
を
急
げ
。
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
区
民

と
の
話
し
合
い
に
、
管
理
職
は
も
っ
と
参
加
し
て

い
け
。
安
売
り
事
業
で
は
、
利
用
で
き
な
い
区
民

が
多
い
。
蹴
チ
ケ
ッ
ト
制
”
な
ど
を
考
え
よ
。

区
長
　
今
後
、
財
源
の
計
画
的
配
分
を
行
い
、
効

率
的
な
行
政
運
営
と
住
民
本
位
の
行
政
に
徹
す
る
。

下
北
沢
に
つ
い
て
は
、
5
7
年
度
か
ら
地
域
住
民
と

街
づ
く
り
の
基
本
方
針
を
検
討
す
る
。
高
架
化
は
、

都
の
調
査
結
果
を
待
っ
て
対
応
策
を
考
え
た
い
。

私
道
問
題
は
、
積
極
的
に
解
決
を
図
っ
て
い
き
た

い
。
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
関
係
機
関
と
十
分
協
議

し
、
建
設
に
努
力
し
た
い
。
手
話
通
訳
に
関
し
て

は
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。
構
想
は
、
実
現

に
向
け
努
力
す
る
。
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
導
入
は
、
早

い
時
期
に
実
現
し
た
い
。
管
理
職
問
題
で
は
、
研

修
も
含
め
、
指
導
を
行
い
た
い
。
安
売
り
事
業
は
、

夜
間
で
も
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き
た
い
。
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質
問
　
最
近
の
区
政
は
、
華
や
か
な
面
に
重
点
が

置
か
れ
て
い
る
。
庶
民
生
活
に
密
着
し
た
行
政
に

徹
す
る
こ
と
が
、
地
方
行
政
の
原
点
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
”
住
民
討
論
集
会
”
も
よ
い
が
、
も
っ
と
議

会
を
重
視
す
る
姿
勢
を
持
て
。
激
務
の
管
理
職
の

健
康
管
理
に
も
十
分
留
意
せ
よ
。
（
無
。
社
民
ク
）

区
長
　
区
民
生
活
に
密
着
し
た
基
礎
的
な
領
域
を

第
一
番
目
に
政
策
化
し
て
い
る
。
今
後
と
も
、
議

会
の
意
見
な
ど
を
十
分
に
尊
重
し
て
い
く
。
管
理

職
の
健
康
管
理
に
も
配
慮
す
る
。

質
問
　
区
制
5
0
周
年
記
念
事
業
と
し
て
次
の
二
点

を
提
案
す
る
。
①
世
田
谷
区
を
花
の
咲
き
乱
れ
た

美
し
い
町
に
せ
ト
％
ま
ず
、
区
役
所
の
す
べ
て
の

窓
を
花
で
飾
り
、
区
民
へ
の
手
本
を
示
せ
。
②
下

北
沢
駅
周
辺
の
開
発
の
具
体
化
に
着
手
し
、
”
開
発

元
年
”
と
せ
よ
。
区
が
地
元
に
素
案
を
示
し
た
り
、

小
田
急
線
の
立
体
化
を
促
進
す
る
こ
と
も
大
切
だ
。

ま
た
、
開
発
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
都
市
計
画
道

路
補
助
五
十
四
号
線
計
画
の
撤
廃
ま
た
は
変
更
を
、

都
に
強
く
申
し
入
れ
よ
。
（
自
民
）

区
長
　
①
す
で
に
区
民
会
館
な
ど
で
、
つ
た
の
植

裁
を
始
め
た
。
植
木
ば
ち
の
安
全
な
置
き
方
な
ど

を
研
究
し
な
が
ら
、
窓
辺
に
た
く
さ
ん
の
花
を
並

べ
て
い
き
た
い
。
こ
れ
が
区
民
の
間
に
も
広
ま
っ

て
、
町
を
美
し
く
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
だ
。

②
地
元
住
民
の
参
加
を
得
て
協
議
会
を
つ
く
り
、

鉄
道
や
道
路
の
間
題
を
関
係
者
と
十
分
調
整
し
な

が
ら
、
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問
学
芸
員
や
司
書
を
、
専
門
職
と
し
て
き
ち

ん
と
位
置
づ
け
よ
。
（
共
産
）

総
務
部
長
　
人
事
管
理
面
か
ら
問
題
も
多
い
が
、

十
分
検
討
を
し
、
そ
の
活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

質
間
　
特
別
区
政
調
査
会
が
答
申
し
た
特
例
市
構

想
で
は
、
区
が
市
に
な
っ
て
も
か
特
例
”
が
つ
い

て
い
る
。
実
態
は
、
現
在
の
特
別
区
と
あ
ま
り
変

わ
り
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。
あ
く
ま
で
も
”
完

全
”
な
市
に
な
る
た
め
の
方
向
を
考
え
る
べ
き
だ
。

区
は
、
構
想
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
。
（
社
会
）

区
長
　
答
申
は
十
分
検
討
に
値
す
る
も
の
だ
。
今

後
も
自
治
権
の
拡
充
に
努
力
し
た
い
。

質
問
　
砧
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
に
、
区
が
美
術
館

の
建
設
を
予
定
し
、
都
も
整
備
計
画
の
構
想
を
も

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
ぜ
い
の
人
々
が
利
用
す

る
場
と
し
て
は
、
子
供
に
対
す
る
配
慮
が
不
十
分

だ
。
美
術
館
の
建
設
を
契
機
と
し
て
、
未
来
に
生

き
る
子
供
た
ち
に
”
夢
を
も
た
せ
る
”
科
学
博
物

館
、
水
族
館
な
ど
の
建
設
を
、
都
に
強
く
働
き
か

け
よ
。
美
術
館
の
意
義
を
一
層
深
め
、
す
ば
ら
し

い
環
境
を
未
来
に
残
し
て
は
ど
う
か
。
（
自
民
）

区
長
砧
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
に
、
区
民
の
文
化

活
動
の
拠
点
と
し
て
美
術
館
を
建
設
し
、
諸
施
設

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
、
新
し
い
夕
文
化

の
核
”
を
東
京
の
西
部
に
形
成
し
て
い
く
こ
と
を

考
え
て
い
る
。
そ
の
場
所
に
、
子
供
の
夢
を
満
た

す
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
。

美
術
館
と
調
和
が
と
れ
、
大
ぜ
い
の
都
民
が
楽
し

く
利
用
で
き
る
施
設
が
実
現
す
る
よ
う
、
都
へ
積

極
的
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

区
で
の

障
宙
暑
雇
用
の

拡
大
を

質
問
　
都
と
二
十
三
区
共
同
で
障
害
者
の
職
員
採

用
試
験
を
行
っ
た
が
、
合
格
者
の
受
け
入
れ
態
勢

は
万
全
か
。
区
の
委
託
業
務
で
の
採
用
な
ど
、
雇

用
の
拡
大
を
さ
ら
に
図
っ
て
い
け
。
障
害
者
対
策

の
基
本
と
な
る
障
害
の
程
度
（
等
級
）
の
評
価
が
、

実
態
に
合
っ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
。
改
善
で
き

な
い
か
。
ま
た
、
庁
舎
内
で
の
障
害
者
の
座
り
込

み
事
件
か
ら
一
年
以
上
経
過
し
た
が
、
そ
の
間
、

区
は
ど
う
対
応
し
て
き
た
の
か
。
（
民
社
）

助
役
、
福
祉
部
長
　
相
談
員
を
設
け
る
な
ど
、
ス

ム
ー
ズ
に
職
場
に
溶
け
込
ん
で
い
け
る
よ
う
配
慮

す
る
。
当
面
、
福
祉
年
業
所
の
増
設
や
”
福
祉
の

店
”
の
開
設
に
努
め
た
い
。
今
後
、
サ
ー
ビ
ス
公

社
も
含
め
、
区
の
業
務
を
委
託
し
た
先
で
の
採
用

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。
等
級
制
度
は
、
都
に
改

善
を
求
め
て
い
く
。
障
害
者
の
グ
ル
ー
プ
と
は
話

し
合
い
を
続
け
、
区
の
福
祉
行
政
に
対
す
る
姿
勢

を
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
て
き
た
。

質
問
　
区
内
に
は
、
難
病
で
苦
し
ん
で
い
る
患
者

が
た
く
さ
ん
い
る
。
保
健
所
を
中
心
と
し
て
、
訪

問
看
護
制
度
を
実
現
せ
よ
。
ま
た
、
病
気
の
症
状

に
合
っ
た
治
療
奮
護
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
体
制

を
、
保
健
所
に
確
立
せ
よ
。
保
健
婦
な
ど
の
増
員

も
図
れ
。
（
共
産
）

助
役
　
保
健
所
相
談
窓
口
の
充
実
や
、
保
健
婦
に

よ
る
訪
問
活
動
の
強
化
、
家
庭
医
と
専
門
医
の
連

携
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
区
営
葬
祭
場
の
建
設
を
促
進
せ
よ
。
（
公
明
）

区
長
　
実
現
に
向
け
努
力
し
て
い
る
。
当
面
は
、

地
区
会
館
な
ど
を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
6
月
に
農
地
の
宅
地
並
み
課
税
が
強
化
さ

れ
る
が
、
区
内
農
業
へ
の
影
響
は
必
至
だ
。
”
農
業

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
”
に
取
り
組
め
。
（
共
産
）

区
民
部
長
　
5
7
年
度
に
行
う
農
業
実
態
調
査
の
結

果
を
み
な
が
ら
、
都
市
農
業
の
確
立
に
努
め
た
い
。

質
問
　
保
養
所
の
年
末
年
始
利
用
や
現
地
受
付
の

検
討
は
進
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、
砧
区
民
会
館

は
、
入
り
口
に
ア
ー
チ
型
の
屋
根
を
設
け
る
な
ど
、

雨
天
の
結
婚
式
場
利
用
者
の
便
宜
を
図
れ
。
（
公
明
）

区
民
部
長
　
年
末
年
始
利
用
は
、
実
施
す
る
方
向

で
検
討
中
だ
。
現
地
受
付
は
、
空
室
が
あ
る
と
き

に
は
行
っ
て
い
る
。
区
民
会
館
の
改
良
工
事
を
予

定
し
て
い
る
の
で
、
考
慮
し
た
い
。

住
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
を

積
極
的
に
推
進
せ
よ

質
問
　
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
住

民
と
の
協
力
体
制
を
密
に
し
、
住
民
主
体
に
進
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。
情
報
を
積
極
的
に
提
供

し
、
庄
民
と
の
対
話
に
努
め
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く

り
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
け
。
民
主
的
な
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
設
置
や
無
関
心
層
へ
の
働
き
か
け
、

懇
談
会
の
問
題
別
の
開
催
な
ど
、
参
加
を
促
が
す

よ
う
工
夫
せ
よ
。
ま
た
、
利
害
が
異
な
る
住
民
間

の
調
整
や
、
土
地
の
適
正
な
取
得
に
心
が
け
よ
。

都
市
整
備
公
社
の
充
実
も
図
れ
。
（
社
会
）

区
長
、
助
役
　
よ
り
多
く
の
住
民
の
参
加
や
理
解

を
得
な
が
ら
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
“
ま
ち
づ

く
り
”
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。
協
議
会
の
委
員

は
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
層
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
。

会
議
な
ど
は
、
住
民
が
集
ま
り
や
す
い
時
期
な
ど

に
設
定
し
た
い
。
土
地
の
取
得
に
は
、
疑
惑
を
招

く
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
に
配
慮
す
る
。
公
社
は
、

事
業
の
進
行
を
み
な
が
ら
拡
充
し
た
い
。

質
問
　
建
築
確
認
済
表
示
板
を
掲
示
し
な
か
っ
た

り
、
路
上
に
立
て
看
板
や
工
箏
道
具
を
放
置
し
て

い
る
業
者
が
い
る
。
指
導
を
徹
底
せ
よ
。
業
者
と

住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
に
も
努
め
よ
。
（
公
明
）

土
木
・
建
築
部
長
　
表
示
板
の
掲
示
や
適
正
な
道

路
管
理
を
今
後
も
指
導
し
て
い
く
。
ト
ラ
ブ
ル
に

は
、
で
き
る
限
り
相
談
に
応
じ
て
い
き
た
い
。

質
問
　
区
内
は
、
南
北
に
通
ず
る
交
通
網
が
未
整

備
だ
。
区
が
建
設
予
定
の
美
術
館
へ
の
足
と
も
な

る
”
区
内
循
環
バ
ス
”
の
運
行
を
、
バ
ス
会
社
に

積
極
的
に
働
き
か
け
よ
。
（
自
民
）

区
長
　
モ
ノ
レ
ー
ル
の
設
置
を
都
に
訴
え
て
い
る

が
、
新
し
い
課
題
と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

公
害
の
な
い

快適な

環
境
を

質
問
　
区
民
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
自
動
車
交
通

公
害
や
工
場
な
ど
に
よ
る
騒
音
・
振
動
公
害
へ
の

不
満
が
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
る
。
全
庁
を
挙
げ
て

早
急
に
対
策
を
講
じ
よ
。
（
公
明
）

都
市
環
境
部
長
　
幹
線
道
路
の
沿
道
整
備
や
、
工

場
や
材
料
置
場
な
ど
の
土
地
利
用
上
の
規
制
な
ど

が
抜
本
策
で
あ
り
、
積
極
的
に
検
討
し
た
い
。

質
問
　
準
工
業
地
域
内
へ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
な

ど
が
、
住
・
工
の
混
在
化
を
進
め
、
工
場
な
ど
と

の
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
し
、
工
業
活
動
を
阻
害

し
て
い
る
。
指
導
要
綱
を
策
定
す
る
な
ど
、
準
工

業
地
域
内
で
の
共
同
住
宅
の
建
設
を
規
制
せ
よ
。

廃
業
し
た
工
場
な
ど
の
跡
地
を
、
公
社
を
設
け
て

取
得
し
、
新
た
な
工
場
の
誘
致
な
ど
に
活
用
せ
よ
。

準
工
業
地
域
を
も
っ
と
ふ
や
せ
な
い
か
。
（
自
民
）

．

　
　
〆
』
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区
長
　
準
工
業
地
域
は
社
会
生
活
に
必
要
な
も
の

で
あ
り
、
守
っ
て
い
き
た
い
。
ト
ラ
ブ
ル
の
解
消

策
を
十
分
に
検
討
し
た
い
。
適
切
な
地
域
が
あ
れ

ば
、
今
後
も
指
定
を
考
え
た
い
。

質
問
　
道
路
と
民
有
地
と
の
境
界
が
不
朋
確
に
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
境
界
査
定
体
制
を
強

化
し
、
積
極
的
に
推
し
進
め
よ
。
（
公
明
）

土
木
部
長
　
造
成
な
ど
が
行
わ
れ
た
際
に
現
地
調

査
し
、
境
界
査
定
を
行
う
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

質
問
　
区
は
、
多
額
の
借
地
料
を
支
払
っ
て
、
自

転
車
置
き
場
を
設
け
て
い
る
。
有
料
制
を
導
入
す

る
な
ど
、
受
益
者
負
担
を
徹
底
し
て
い
け
。
（
自
民
）

土
木
部
長
　
有
料
化
は
、
負
担
の
公
平
化
と
放
置

自
転
車
の
抑
制
に
な
る
の
で
、
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
士
壌
浄
化
法
の

　
　
　
　
　
　
　
活
用
を

　
　
　
　
　
　
　
図
れ

質
問
　
土
壌
浄
化
法
は
、
雨
水
。
汚
水
の
処
理
方

法
と
し
て
、
安
価
で
処
理
効
果
が
高
い
上
、
排
水

の
再
利
用
に
も
活
用
で
き
る
。
こ
れ
は
、
経
費
の

節
減
に
な
り
効
率
的
な
行
政
運
営
に
つ
な
が
る
も

の
だ
。
た
と
え
ば
、
学
校
や
公
共
施
設
で
の
ト
イ

レ
排
水
の
循
環
利
用
や
、
プ
ー
ル
排
水
の
地
下
貯

留
に
よ
る
校
庭
へ
の
散
布
な
ど
が
可
能
に
な
る
。

ま
ず
、
モ
デ
ル
校
を
設
置
し
、
実
験
に
踏
み
切
れ
。

ま
た
、
雨
水
や
家
庭
排
水
の
処
理
に
土
壌
浄
化
法

を
活
用
す
れ
ば
、
都
市
洪
水
、
河
川
の
汚
濁
の
防

話一一『‘

瀕
、
幽

副
ρ

自動車図書館（希望ヶ丘団地で）

止
に
も
な
る
。
区
民
が
活
用
で
き
る
よ
う
助
成
制

度
を
設
け
、
積
極
的
に
普
及
し
て
い
け
。
（
共
産
）

区
長
、
助
役
　
公
共
施
設
で
の
節
水
は
、
他
の
方

法
で
努
め
て
い
る
が
、
土
壌
浄
化
法
に
よ
る
雨
水

処
理
も
研
究
中
だ
。
排
水
の
再
利
用
面
で
の
活
用

は
、
市
街
地
の
施
設
で
は
設
置
す
る
ス
ペ
ー
ス
の

問
題
な
ど
が
あ
り
、
研
究
の
成
果
を
み
な
が
ら
助

成
制
度
も
含
め
て
、
十
分
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
都
は
、
谷
沢
川
の
二
段
河
川
構
想
を
4
9
年

に
示
し
た
が
、
一
向
に
進
展
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

中
町
五
丁
目
付
近
の
「
護
岸
倒
壊
防
止
用
サ
ポ
ー

ト
」
に
、
住
民
は
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
構
想
の

め
ど
が
た
た
な
い
な
ら
ば
、
河
川
の
改
修
に
努
力

せ
よ
。
（
社
会
）

土
木
部
長
　
都
は
溢
水
対
策
に
最
重
点
を
置
い
て

お
り
、
二
段
河
川
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
問
題
と

し
て
い
る
。
区
・
と
し
て
も
、
谷
沢
川
の
改
修
促
進

に
向
け
努
力
し
た
い
。

質
問
　
砧
南
小
、
中
学
校
の
通
学
路
の
一
部
や
、

砧
南
小
正
門
前
の
道
路
は
非
常
に
狭
い
。
公
共
溝

渠
の
ふ
た
か
け
な
ど
で
早
急
に
拡
幅
せ
よ
。
（
公
明
）

土
木
部
長
　
丸
子
川
の
親
水
公
園
計
画
と
調
整
し

な
が
ら
、
早
急
に
対
処
し
た
い
。
正
門
前
道
路
は
、

境
界
査
定
が
済
み
次
第
、
手
を
着
け
た
い
。

質
問
　
深
刻
化
す
る
非
行
問
題
に
は
、
柔
軟
な
取

り
組
み
態
勢
が
必
要
だ
。
た
と
え
ば
、
温
か
い
雰

囲
気
の
談
話
室
で
の
心
ふ
れ
あ
う
生
徒
指
導
や
、

教
師
と
生
徒
が
共
同
で
農
作
業
を
行
う
な
ど
で
、

生
徒
の
不
満
や
余
力
を
発
散
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

川
場
村
で
の
野
外
活
動
も
早
急
に
行
え
。
ま
た
、

教
師
へ
の
徹
底
し
た
指
導
や
、
教
師
、
生
徒
、
家

庭
を
結
ぶ
専
門
員
を
各
校
に
配
置
せ
よ
。
（
自
民
）

教
育
長
　
非
行
化
防
止
は
緊
急
課
題
な
の
で
、
校

長
会
で
注
意
を
喚
起
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
”
ふ
れ
あ
い
の
教
育
”
を
目
指
し
、

空
き
教
室
な
ど
の
活
用
を
考
え
た
い
。
川
場
村
で

の
体
験
学
習
な
ど
も
試
験
的
に
実
施
し
て
み
た
い
。

質
問
　
桜
丘
中
学
校
の
校
内
暴
力
事
件
は
、
長
年

に
わ
た
る
一
部
の
教
師
の
偏
向
的
な
「
自
主
性
尊

重
教
育
」
に
よ
る
も
の
だ
。
実
態
を
究
明
し
、
厳

正
に
処
分
せ
よ
。
ま
た
、
施
設
の
被
害
は
、
教
師

の
連
帯
貴
任
で
で
も
賠
償
さ
せ
よ
。
（
無
・
社
民
ク
）

教
育
長
　
再
発
防
止
に
十
分
努
力
す
る
。
人
事
配

置
な
ど
は
、
都
の
方
針
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
る
。

賠
償
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。



審
議
が
終
わ
っ
た
も
の

■
採
択
七
件

◇
婦
人
差
別
撤
廃
条
約
の
批
准
促
進
に
関
す
る
請

　
願
　
－
別
掲
の
要
望
書
を
提
出
し
た
。

◇
戦
後
強
制
抑
留
者
の
補
償
に
関
す
る
請
願

　
1
「
趣
旨
に
沿
う
よ
う
努
力
す
る
」
と
の
意
見

　
が
つ
け
ら
れ
、
別
掲
の
要
望
書
を
提
出
し
た
。

◇
公
共
用
地
取
得
に
関
す
る
請
願
（
桜
丘
地
域
）

　
1
「
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
」
と
の

　
意
見
が
つ
け
ら
れ
た
。

◇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
発
展
に
関
す
る
陳
惜

　
1
「
趣
旨
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
」
と
の

　
意
見
が
つ
け
ら
れ
た
。

◇
武
道
場
と
ミ
ニ
図
書
館
の
設
置
に
関
す
る
請
願

　
（
尾
山
台
小
学
校
裏
）

◇
公
営
ラ
グ
ビ
ー
場
の
設
置
に
関
す
る
請
願

◇
教
育
条
件
整
備
に
関
す
る
請
願

圏
取
下
承
認
　
十
七
件

◇
都
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
関
す
る
講

　
願
◇
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
反
対
に
関
す
る
陳

　
情
（
若
林
一
丁
目
3
1
）

◇
保
育
園
設
置
に
関
す
る
陳
情
（
下
馬
六
丁
目
地

　
域
）

◇
準
工
業
地
域
の
環
境
保
全
と
庄
工
混
在
解
消
に

　
関
す
る
請
願

◇
高
層
建
築
に
関
す
る
請
願
（
等
々
力
四
丁
目
7
）

◇
五
階
建
高
層
建
築
に
関
す
る
講
願
（
野
毛
三
丁

　
目
2
1
）

◇
失
対
就
労
者
夏
期
手
当
及
び
引
退
者
に
対
す
る

　
措
置
等
に
関
す
る
講
願

◇
失
対
就
労
者
引
退
者
に
対
す
る
措
置
等
に
関
す

　
る
請
願

◇
コ
ー
プ
野
村
深
沢
1
1
の
建
設
に
関
す
る
陳
情

　
（
深
沢
三
丁
目
2
5
）

◇
仮
称
大
山
ハ
イ
ツ
建
設
に
関
す
る
請
願
（
若
林

　
一
丁
目
3
1
）

◇
防
災
備
蓄
倉
庫
等
の
設
置
に
関
す
る
請
願

◇
青
葉
学
園
短
期
大
学
及
び
幼
稚
園
校
舎
新
築
工

　
事
に
関
す
る
請
願

◇
柴
田
会
館
建
設
に
関
す
る
請
願
（
雄
田
谷
四
丁

　
目
3
1
）

◇
仮
称
上
北
沢
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
関
す
る
請
願

　
（
上
北
沢
五
丁
目
13
）

◇
失
対
就
労
者
年
末
手
当
等
に
関
す
る
請
願

◇
失
対
就
労
者
年
末
手
当
等
に
関
す
る
請
願

◇
失
対
就
労
者
年
末
手
当
等
に
関
す
る
請
願

新
た
に
付
託
さ
れ
た
も
の

■
企
画
総
務
委
員
会
へ
付
託
　
六
件

O
児
童
。
青
少
年
の
た
め
の
専
用
劇
場
建
設
に
関

す
る
請
願

O
生
涯
学
習
施
設
建
設
に
関
す
る
講
願

○
所
得
税
、
住
民
税
の
減
税
に
関
す
る
請
願

O
白
色
申
告
の
記
帳
義
務
法
制
化
反
対
に
関
す
る

請
願

O
核
戦
争
防
止
、
核
兵
器
の
完
全
禁
止
、
使
用
禁

昭
和
7
年
世
田
谷
区
の
誕
生
1

≡

　
昭
和
7
年
1
0
月
1
日
に
、
東
京
府
荏
原
郡
の
世

田
ヶ
谷
町
、
駒
沢
町
、
松
沢
村
、
玉
川
村
の
四
力

町
村
が
合
併
し
て
、
世
田
谷
区
が
誕
生
し
ま
し
た
。

今
年
で
、
満
50
歳
を
迎
え
ま
す
。

　
当
時
の
世
田
谷
区
は
、
住
宅
地
と
し
て
急
速
に

発
展
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
都
会
的
な

市
街
地
と
い
え
た
の
は
、
当
時
の
京
王
線
松
原
駅

（
現
・
明
大
前
駅
）
、
小
田
急
線
下
北
沢
駅
、
玉
川

線
三
軒
茶
屋
駅
を
結
ん
だ
範
囲
内
だ
け
で
、
そ
の

他
の
地
域
で
は
武
蔵
野
の
面
影
や
、
田
植
え
の
風

景
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
人
口
は
約
十
四

万
人
ほ
ど
で
、
現
在
の
ほ
ぽ
五
分
の
一
で
し
た
。

　
世
田
谷
区
が
誕
生
し
た
の
は
、
東
京
市
の
区
域

が
拡
張
（
市
郡
併
合
）
さ
れ
た
た
め
で
、
新
た
に

二
十
区
が
束
京
市
に
仲
間
入
り
を
し
、
区
の
数
は

三
十
五
区
に
ふ
く
れ
あ
が
り
ま
し
た
。
当
時
の
住

民
は
、
東
京
市
民
と
な
っ
た
こ
と
を
大
変
に
喜
ん

で
、
旗
行
列
な
ど
を
行
っ
て
祝
っ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
時
、
北
多
摩
郡
の
千
歳
村
と
砧
村
も
、
東

京
市
へ
の
編
入
を
強
く
望
ん
で
い
ま
し
た
が
、
見

送
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
昭
和
1
1
年
1
0
月
1
日

に
な
っ
て
よ
う
や
く
世
田
各
区
へ
の
編
入
が
実
現

し
、
現
在
の
大
き
さ
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
、

面
積
、
人
口
と
も
二
十
三
区
の
中
で
最
大
を
誇
る

都
市
に
ま
で
発
展
を
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
7
年
と
い
う
年
は
、
第
一
次
上
海
瀦
変
や

五
・
一
五
事
件
、
白
木
屋
デ
パ
ー
ト
の
火
災
な
ど

が
起
っ
た
年
で
、
区
内
で
は
、
日
本
水
道
株
式
会

柱
が
初
め
て
区
内
の
一
部
に
給
水
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
年
の
1
1
月
2
7
日
に
は
、
初
め
て
の
区
議
会

議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
六
十
八
名
が
立
侯
補
、

三
十
五
名
の
新
し
い
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
止
に
関
す
る
請
願

○
子
供
の
広
場
及
び
青
少
年
会
館
建
設
の
用
地
確

　
保
に
関
す
る
陳
憐
（
祖
師
谷
四
丁
目
1
0
）

■
区
民
衛
生
委
員
会
へ
付
託
　
二
件

O
保
健
所
予
防
課
長
に
精
神
科
医
を
配
置
す
る
請

　
願
○
未
就
学
児
フ
ッ
化
物
塗
布
委
託
事
業
に
関
す
る

請
願

■
厚
生
委
員
会
へ
付
託
　
一
一
件

O
児
童
福
祉
審
議
会
の
設
置
に
関
す
る
講
願

O
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拠
点
設
置
に
関
す
る
請

　
願
（
老
人
会
館
内
）

■
環
境
建
設
委
員
会
へ
付
託
　
九
件

O
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願

　
（
弦
巻
四
丁
目
1
2
）

○
準
工
業
地
域
内
の
共
同
庄
宅
建
設
反
対
に
関
す

　
る
請
願

O
仮
称
藤
和
桜
上
水
コ
ー
プ
建
設
反
対
に
関
す
る

　
請
願
（
桜
上
水
五
丁
目
M
）

○
共
同
ビ
ル
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願
（
三
軒
茶

　
屋
二
丁
目
19
）

O
藤
和
二
子
玉
川
園
リ
ー
ラ
コ
ー
ナ
建
設
反
対
に

　
関
す
る
請
願

〇
三
菱
重
工
社
宅
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願
（
奥

　
沢
三
丁
目
4
3
）

O
谷
川
雨
水
幹
線
工
事
完
了
後
の
跡
地
利
用
に
関

　
す
る
請
願
（
五
川
三
丁
目
地
域
）

0
失
対
就
労
者
引
退
者
に
対
す
る
措
置
等
に
関
す

　
る
講
願

O
失
対
就
労
者
引
退
者
に
対
す
る
措
置
等
に
関
す

　
る
請
願

■
文
教
委
員
会
へ
付
託
　
一
件

○
栄
養
士
配
置
に
関
す
る
請
願

■
交
通
対
策
委
員
会
へ
付
託
　
一
一
件

O
水
道
道
路
に
ミ
ニ
バ
ス
運
行
を
求
め
る
請
願

　
（
千
歳
船
橋
。
桜
上
水
間
）

O
井
の
頭
線
下
北
沢
駅
付
近
の
安
全
確
保
に
関
す

　
る
請
願窺

謡

㎜
大
蔵
石
井
の
大
館
さ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ま
お
う
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
駒
王
匁

　
　
　
　
　
い
し
い
　
ど
　
　
と
の
や
ま

　
　
大
蔵
の
石
井
土
の
殿
山
は
、
大
館
と
い
わ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
て
わ
き

　
糠
槍
に
も
聞
こ
え
た
、
源
氏
の
血
を
引
く
帯
刀

　
義
賢
の
屋
敷
で
し
た
。

　
　
こ
の
大
館
は
、
多
摩
川
を
の
ぞ
む
高
台
に
あ

　
っ
て
、
名
水
が
わ
く
所
な
の
で
、
風
流
を
求
め

　
る
武
将
が
時
お
り
訪
ね
て
来
ま
し
た
。

　
　
し
か
し
、
館
の
主
は
、
広
い
屋
敷
の
奥
に
い

　
て
、
み
だ
り
に
人
に
会
う
こ
と
も
な
く
、
奥
方

　
　
ひ
よ
し
ご
ぜ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
そ
よ
し

　
の
日
枝
御
前
と
息
子
の
駒
王
丸
（
後
の
木
曽
義

　
仲
）
と
静
か
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
こ
の
大
館
に
夜
討
ち
の

　
戦
い
人
が
、
大
ぜ
い
も
の
も
の
し
い
い
で
た
ち

　
で
襲
っ
て
来
た
の
で
す
。
大
館
の
人
た
ち
は
、

　
不
意
に
襲
っ
て
来
た
戦
い
人
と
ひ
と
と
き
争
い

　
ま
し
た
。

　
　
村
で
も
大
館
の
出
来
事
を
知
っ
た
人
た
ち
が
、

マ
刀
や
槍
を
持
っ
て
駆
け
つ
け
た
の
で
す
が
、
そ

　
の
時
は
、
夜
討
ち
の
戦
い
人
た
ち
は
、
早
く
も

・
立
ち
去
っ
た
あ
と
で
し
た
。

　
　
屋
敷
は
、
不
意
討
ち
に
あ
っ
た
た
め
、
討
れ

▼℃▼”いい，｝》恥いいいい脚いいいΨΨ マ

W
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
や
か
ん

“’

レ

文
・
桜
井
正
信
　
絵
・
柳
原
雅
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
者
と
傷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
た
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
で
、
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ふ
み
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
な
い
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
む
ご
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
し
い
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
さ
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
．
館
の
主
の

　
　
　
　
　
　
’
．
鎌
　
帯
刀
義
讐
磐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
が
不
思

　
　
　
へ
o
　
　
　
　
　
議
な
こ
と
に
、
息
子
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
駒
王
丸
と
奥
方
の
姿
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
当
り
ま
せ
ん
。
も
し

か
し
た
　
　
　
　
　
ら
、
と
村
人
た
ち
は
ま
わ

り
の
森
や
が
け
の
陰
を
さ
が
し
ま
し
た
が
、
そ
こ

に
は
影
も
形
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

、
謬
σ
、

4

一

ぞ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
レ
ゥ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
讐
灘
，

　
し
ば
ら
く
た
っ
た
あ

る
日
、
村
の
肝
い
り
の
小
館

こ
、
信
濃
の
国
か
ら
来
た
と
い
っ
て
、
僧
の
姿

を
し
た
人
が
訪
ね
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、

方
に
抱
か
れ
て
裏
の
林
か
ら
野
な
か
を
抜
け
、

　
　
　
　
　
　
　
み
や
の
こ
し
　
　
　
　
　
　
か
ね
と
う

信
濃
の
木
曽
谷
、
宮
越
の
中
原
兼
遠
の
館
に
逃

れ
て
い
る
」
と
静
か
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
だ
げ
や
ま

　
沐
曽
の
謙
遠
艶
卿
甑
ば
、
武
蔵
の
掴
の
畠
山

重
忠
や
熊
谷
次
郎
直
実
も
一
目
お
く
荘
司
だ
っ

た
の
で
、
大
蔵
の
村
で
は
、
肝
い
り
を
は
じ
め

み
ん
な
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫓

「
大
館
の
塑
丸
は
、
暗
や
み
に
ま
ぎ
れ
、
毘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矯
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僧
は
ぽ
つ
り
と
い
い
ま
し
た
。
「
い
ま
む
ろ
は
、
埴

蔚
前
（
後
の
葎
の
妻
）
葎
よ
く
遊
ん
翌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
。
　
　
　
　
　
、

レ
レ
「
；
ー
ー
；
：
5
－
i
ー
レ
ー
ー
」
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戦
後
強
制
抑
留
者
の
補
償
等
に
関
す
る
要
望

書
（
要
旨
）

　
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
、
ソ
連
領
に
抑
留

さ
れ
て
い
た
人
々
は
、
ソ
連
政
府
に
よ
っ
て
、

数
年
に
わ
た
る
極
寒
の
下
で
の
強
制
労
働
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
数
多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
。

　
こ
れ
は
、
抑
留
者
が
国
に
か
わ
っ
て
戦
争
責

任
の
賠
償
義
務
を
負
っ
た
こ
と
に
な
り
、
抑
留

者
並
び
に
遺
族
の
物
心
両
面
に
わ
た
る
損
害
は

非
常
に
大
き
い
。

　
政
府
は
、
抑
留
者
や
遺
族
な
ど
の
心
情
を
く

み
取
り
、
適
切
な
補
償
、
墓
参
や
遺
骨
収
集
の

実
現
の
た
め
、
早
急
に
対
策
を
講
ず
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

　
1
月
30
日
提
出
　
3
月
8
日
議
会
報
告

内
閣
総
理
・
厚
生
大
臣
あ
て

　
婦
人
差
別
撤
廃
条
約
の
批
准
促
進
に
関
す
る

要
望
書
（
要
旨
）

　
一
九
七
九
年
第
三
十
四
回
国
連
総
会
に
お
い

て
、
男
女
平
等
を
目
的
と
し
た
－
婦
人
に
対
す
る

あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
撤
廃
に
関
す
る
条
約
」

が
採
択
さ
れ
た
。
わ
が
国
を
含
め
八
十
七
力
国

が
同
条
約
に
署
名
し
、
す
で
に
三
十
を
超
え
る

国
が
批
准
し
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
婦
人
に
と
っ
て
も
日
本
の
社

会
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
前
進
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
今
日
働
く
婦
人
は
、
社
会
的
役
割

り
が
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
雇
用
を
初
め
教
育
、
福
祉
、
社
会
参
加
な

ど
の
面
に
お
い
て
、
平
等
と
は
い
い
が
た
い
状

況
に
あ
る
。

　
政
府
は
、
同
条
約
に
署
名
し
た
経
緯
を
踏
ま

え
、
現
行
の
関
連
国
内
法
の
整
備
を
進
め
、
早

急
に
同
条
約
を
批
准
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
3
月
1
7
日
提
出
　
3
月
2
9
日
議
会
報
告

内
閣
総
理
大
臣
、
総
理
府
総
務
長
官
、
法
務
・

文
部
・
労
働
大
臣
あ
て

囹
議
員
の
住
所
変
更

　
山
口
　
昭
（
自
民
）
　
等
々
力
二
丁
目
2
3
ー
ム
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
緬
号

　
　
な
お
、
前
号
に
掲
載
し
た
中
塚
議
員
の
庄
所

　
を
「
玉
川
四
丁
目
1
8
1
4
」
に
訂
正
し
ま
す
。

O
世
田
谷
公
園
の
ミ
ニ
S
L
「
ち
び
く
ろ
号
」
は
、

子
供
た
ち
の
夢
を
乗
せ
て
発
車
し
ま
し
た
。
今
年

区
制
5
0
周
年
を
迎
え
る
世
田
谷
区
も
、
新
し
い
時

代
に
向
か
っ
て
出
発
し
ま
す
。

O
明
る
い
日
差
し
に
照
ら
さ
れ
て
、
樹
木
の
緑
が

ま
ぶ
し
い
五
月
。
で
も
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

が
終
わ
る
と
、
な
ぜ
か
心
が
沈
み
が
ち
で
す
。
時

に
は
、
軽
い
運
動
な
ど
で
汗
を
流
し
て
、
気
分
転

換
を
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

0
「
区
議
会
だ
よ
り
」
に
掲
載
し
た
写
真
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
係
ま
で
む
連
絡
く
だ
さ
い
。
そ
の

ほ
か
、
O
意
見
、
O
要
望
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
（
把
）
一
一
一
一
㈹
内
線
謝
～
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